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今
年
行
わ
れ
た
、
生
産
者
に
よ
る
「
荒
茶
の
品
質
」
を
競
う
品
評
会
、
茶
師
に
よ
る
「
仕

上
げ
技
術
」
を
競
う
品
評
会
で
、
市
内
の
生
産
者
と
茶
問
屋
が
最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大

臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
自
然
と
対
話
し
な
が
ら
茶
園
を
管
理
し
、
卓
越
し
た
生

産
技
術
で
お
茶
づ
く
り
に
励
む
生
産
者
、
豊
富
な
経
験
と
熟
練
し
た
技
術
で
茶
の
味
と
香
り

を
引
き
出
す
茶
師
の
日
々
の
努
力
の
賜
物
で
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
受
賞
と
こ
れ
か
ら
の
お
茶
づ
く
り
へ
の
思
い
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
者
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

問
お
茶
振
興
課
（
☎
21-

１
２
１
６
）

茶
産
地
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術

市
内
で
は
、
約
５
５
０
軒
の
茶
農
家
が

日
々
茶
畑
を
管
理
し
、
生
葉
を
摘
み
取
っ
て

「
荒
茶
（
茶
の
原
料
）
」
の
製
造
を
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
う
し
て
製
造
さ
れ
た
荒
茶
は
、
市
内
に

約
40
軒
あ
る
茶
問
屋
の
茶
師
に
よ
っ
て
「
ブ

レ
ン
ド
」
「
火
入
れ
」
「
選
別
」
な
ど
の
仕

上
げ
が
行
わ
れ
、
私
た
ち
が
日
ご
ろ
飲
ん
で

い
る
お
茶
に
加
工
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
技
術
は
全
国
で
も
有
数
の
茶
生

産
地
お
よ
び
茶
の
集
積
地
で
あ
る
掛
川
で
研

鑽
・
継
承
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
技

術
の
高
さ
は
、
国
内
で
行
わ
れ
る
各
種
品
評

会
に
お
い
て
証
明
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

節
目
の
年
に
大
臣
賞
を
受
賞

第
57
回
静
岡
県
茶
品
評
会
の
深
蒸
し
煎
茶

の
部
に
お
い
て
、
東
山
茶
業
組
合
が
最
高
位

で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

代
表
理
事
の
杉
山
裕
朗
さ
ん
は
「
工
場
が

創
業
20
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
に
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
で
き
た
。
日
ご
ろ
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
取
引
先
に
も
受
賞
の

報
告
を
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
喜
び
を
話
し
ま
す
。

工
場
長
の
杉
山
敏
広
さ
ん
は
品
評
会
出

品
に
つ
い
て
「
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る
の

で
苦
労
は
な
い
。
楽
し
ん
で
や
ら
な
い
と

い
い
お
茶
は
で
き
な
い
。
手
間
が
か
か
る

が
、
工
場
の
み
ん
な
で
作
る
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
大
切
」
と
前

向
き
に
答
え
ま
す
。
ま
た
、
「
荒
茶
の
出

来
は
、
ほ
と
ん
ど
蒸
し
加
減
で
決
ま
る
。

生
葉
の
状
態
は
毎
日
違
う
の
で
、
同
じ
条

件
で
蒸
す
こ
と
は
な
い
。
毎
日
数
時
間
か

け
て
、
調
整
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
こ

に
は
責
任
が
あ
り
、
緊
張
感
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
た
め
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

通
り
の
お
茶
が
で
き
た
と
き
は
う
れ
し

い
」
と
日
々
の
お
茶
づ
く
り
に
つ
い
て
語

り
ま
す
。

同
組
合
で
は
、
20
年
、
30
年
先
を
見
据

え
、
次
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る
茶
業
を
目

指
し
、
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
認
め
る
工
場
長
を
表
彰
式
へ

第
76
回
全
国
茶
品
評
会
で
は
、
全
国
か
ら

97
点
が
出
品
さ
れ
た
深
蒸
し
煎
茶
の
部
で
、

山
東
茶
業
組
合
が
最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
組
合
に
は
、
地
域
全
体
か
ら
荒
茶
製
造

技
術
の
高
さ
を
認
め
ら
れ
て
い
る
工
場
長
が

い
ま
す
。
代
表
理
事
の
伊
藤
智
章
さ
ん
は

「
製
造
を
支
え
て
い
る
工
場
長
の
山
本
康
博

さ
ん
に
は
み
ん
な
が
感
謝
し
て
い
る
。
今
回

の
品
評
会
は
、
工
場
長
に
壇
上
で
表
彰
を
受

け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
、
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。
受
賞
で
き
て
本
当
に

う
れ
し
い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
し
た
。

一
方
で
「
い
い
お
茶
づ
く
り
の
基
本
は
生

葉
。
い
い
生
葉
が
あ
っ
て
、
製
造
技
術
が
生

き
る
」
と
日
々
の
茶
園
管
理
の
重
要
性
も
強

調
し
ま
し
た
。
「
世
の
中
が
変
わ
り
、
考
え

方
や
や
り
方
も
急
激
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

柔
軟
に
対
応
し
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
深
蒸
し
茶
だ
け
で
な
く
、
製
造
技

術
を
生
か
し
て
煎
茶
、
和
紅
茶
の
製
造
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
さ
ら
に
有
機
栽

培
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
」
と
将
来
を
見
据
え
ま
す
。

掛
川
の
技
術
を
底
上
げ
し
た
い

仕
上
げ
技
術
を
競
う
品
評
会
の
中
で
も
最

高
峰
の
第
50
回
東
京
都
優
良
茶
品
評
会
「
都

の
華
」
部
門
に
お
い
て
、
山
啓
製
茶
株
式
会

社
が
２
回
連
続
で
最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

製
造
部
長
の
渡
邉
直
利
さ
ん
は
「
品
評

会
で
の
入
賞
は
と
て
も
う
れ
し
い
。
会
社

み
ん
な
で
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
」
と
笑

顔
で
答
え
ま
す
。
「
上
質
な
お
茶
の
産
地

に
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
茶
農
家
へ
の

感
謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
お

客
さ
ん
か
ら
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
が
、
茶
師
と
し
て
の
喜
び
。
そ
の

分
、
期
待
に
応
え
る
責
任
も
あ
る
。
お
茶

は
、
茶
師
が
ど
れ
だ
け
お
茶
と
向
き
合
っ

た
か
が
飲
む
人
に
伝
わ
る
。
目
、
耳
、
鼻
、

口
、
手
の
五
感
を
全
て
使
っ
て
お
茶
の
仕

上
げ
を
行
っ
て
い
る
」
と
茶
師
と
し
て
の

思
い
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
「
３
連
覇
を
目
指
し
、

掛
川
茶
の
知
名
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

他
社
の
茶
師
と
も
積
極
的
に
情
報
交
換
し

て
、
掛
川
の
技
術
を
さ
ら
に
底
上
げ
す
る

こ
と
で
業
界
に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

掛
川
茶
を
支
え
る
根
幹
は
技
術
と
人

各
種
品
評
会
で
常
に
高
い
評
価
を
得
て

い
る
掛
川
茶
。
そ
の
お
い
し
さ
を
支
え
る

根
幹
は
「
最
高
品
質
の
荒
茶
を
、
最
高
の

技
術
で
仕
上
げ
る
」
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
お
茶
に
真
剣
に
向
き
合
っ
て

い
る
関
係
者
の
日
々
の
努
力
と
思
い
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

掛
川
茶
を
支
え
る

日
本
一
の
技
術

全国茶品評会
農林水産大臣賞（1等1席）
農事組合法人山東茶業組合

静岡県茶品評会
農林水産大臣賞（1等1席）
農事組合法人東山茶業組合

東京都優良茶品評会
農林水産大臣賞（1等1席）
山啓製茶株式会社

た
ま
も
の

さ
ん
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」
と
笑

顔
で
答
え
ま
す
。
「
上
質
な
お
茶
の
産
地

に
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
茶
農
家
へ
の

感
謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
お

客
さ
ん
か
ら
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
が
、
茶
師
と
し
て
の
喜
び
。
そ
の

分
、
期
待
に
応
え
る
責
任
も
あ
る
。
お
茶

は
、
茶
師
が
ど
れ
だ
け
お
茶
と
向
き
合
っ

た
か
が
飲
む
人
に
伝
わ
る
。
目
、
耳
、
鼻
、

口
、
手
の
五
感
を
全
て
使
っ
て
お
茶
の
仕

上
げ
を
行
っ
て
い
る
」
と
茶
師
と
し
て
の

思
い
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
「
３
連
覇
を
目
指
し
、

掛
川
茶
の
知
名
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

他
社
の
茶
師
と
も
積
極
的
に
情
報
交
換
し

て
、
掛
川
の
技
術
を
さ
ら
に
底
上
げ
す
る

こ
と
で
業
界
に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

掛
川
茶
を
支
え
る
根
幹
は
技
術
と
人

各
種
品
評
会
で
常
に
高
い
評
価
を
得
て

い
る
掛
川
茶
。
そ
の
お
い
し
さ
を
支
え
る

根
幹
は
「
最
高
品
質
の
荒
茶
を
、
最
高
の

技
術
で
仕
上
げ
る
」
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
お
茶
に
真
剣
に
向
き
合
っ
て

い
る
関
係
者
の
日
々
の
努
力
と
思
い
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

掛
川
茶
を
支
え
る

日
本
一
の
技
術

全国茶品評会
農林水産大臣賞（1等1席）
農事組合法人山東茶業組合

静岡県茶品評会
農林水産大臣賞（1等1席）
農事組合法人東山茶業組合

東京都優良茶品評会
農林水産大臣賞（1等1席）
山啓製茶株式会社

た
ま
も
の

さ
ん
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　令和3年度一般会計・特別会計・企業会計の決算がまとまり、９月の市議会定例会で認定されま
したのでお知らせします。

問財政課（☎21-1197)
翌年度へ繰り越す財源を除いた実質的な収支 22億2,971万円

自主財源 48.9%依存財源 51.1%

市税
205億5,835万円（36.7％）
市民税､固定資産税､
たばこ税､軽自動車税など

諸収入
27億4,622万円（4.9％）
図書などの売払収入、
市営住宅共益費など市債

54億2,290万円（9.7％）
道路・河川、学校などの
整備のための借入金

繰入金
4億9,486万円（0.9％）
事業の財源として取り崩した市の貯金

寄附金・財産収入
11億2,304万円（2.0％）
寄附金、市有財産の貸し付け
収入など

国県支出金
143億3,633万円（25.6％）
事業の財源として国や県
から交付された補助金など

地方譲与税・各種交付金
46億1,705万円（8.2％）
配分された国税や県税の一部

地方交付税
42億9,100万円（7.6％）
行政運営の地域格差を
なくすための交付金

繰越金
17億7,726万円（3.1％）
前年度からの繰越金総務費

73億9,278万円（13.7％）
市有財産の管理、まち協や
自治区の支援など

民生費
180億6,301万円（33.6%）
子ども、お年寄り、
障がい者などの支援

歳入

歳入歳出

歳出

使用料、手数料
5億4,741万円（1.0％）
施設利用料、住民票発行
手数料など

分担金・負担金
1億7,629万円（0.3％）
農道の整備などに係る
地元負担金など

国や県の基準により収入されるもの 市がみずからの基準で収入できるもの

560億9,071万円537億6,763万円

教育費
59億3,294万円（11.0％）
学びの充実や学校施設の
安全安心など

公債費 
49億8,051万円（9.3％）
道路・河川などの整備で
借りたお金の返済金

土木費
50億7,744万円（9.4％）
道路・河川・公園の整備など

衛生費
54億5,482万円（10.1％）
市民の健康づくりや、ごみ収集など

商工費
20億3,210万円（3.8％）
産業の活性化や
観光振興など

消防費
15億9,991万円（3.0％）
消防・救急活動、
津波などの防災対策

労働費 
15億316万円（2.8％）
より良い労働環境や
福利厚生の充実など

農林水産業費
13億2,436万円（2.5％）
安全安心な農産物の
供給など

その他
4億660万円（0.8％）
議会費、災害復旧費など

かけがわ電子図書館導入事業　491万円 東京オリンピック・パラリンピック等
推進事業　242万円

大坂・土方工業用地整備事業　13億81万円 海岸防災林強化事業（防潮堤整備） 4億6,521万円
 

はしご付消防車整備事業　2億3,120万円 新型コロナウイルス感染症対策関連事業 41億1,229万円
国県支出等 39億9,553万円
一般財源 1億1,676万円( )

令和3年度に実施した主な事業
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　令和3年度一般会計・特別会計・企業会計の決算がまとまり、９月の市議会定例会で認定されま
したのでお知らせします。

問財政課（☎21-1197)
翌年度へ繰り越す財源を除いた実質的な収支 22億2,971万円

自主財源 48.9%依存財源 51.1%

市税
205億5,835万円（36.7％）
市民税､固定資産税､
たばこ税､軽自動車税など

諸収入
27億4,622万円（4.9％）
図書などの売払収入、
市営住宅共益費など市債

54億2,290万円（9.7％）
道路・河川、学校などの
整備のための借入金

繰入金
4億9,486万円（0.9％）
事業の財源として取り崩した市の貯金

寄附金・財産収入
11億2,304万円（2.0％）
寄附金、市有財産の貸し付け
収入など

国県支出金
143億3,633万円（25.6％）
事業の財源として国や県
から交付された補助金など

地方譲与税・各種交付金
46億1,705万円（8.2％）
配分された国税や県税の一部

地方交付税
42億9,100万円（7.6％）
行政運営の地域格差を
なくすための交付金

繰越金
17億7,726万円（3.1％）
前年度からの繰越金総務費

73億9,278万円（13.7％）
市有財産の管理、まち協や
自治区の支援など

民生費
180億6,301万円（33.6%）
子ども、お年寄り、
障がい者などの支援

歳入

歳入歳出

歳出

使用料、手数料
5億4,741万円（1.0％）
施設利用料、住民票発行
手数料など

分担金・負担金
1億7,629万円（0.3％）
農道の整備などに係る
地元負担金など

国や県の基準により収入されるもの 市がみずからの基準で収入できるもの

560億9,071万円537億6,763万円

教育費
59億3,294万円（11.0％）
学びの充実や学校施設の
安全安心など

公債費 
49億8,051万円（9.3％）
道路・河川などの整備で
借りたお金の返済金

土木費
50億7,744万円（9.4％）
道路・河川・公園の整備など

衛生費
54億5,482万円（10.1％）
市民の健康づくりや、ごみ収集など

商工費
20億3,210万円（3.8％）
産業の活性化や
観光振興など

消防費
15億9,991万円（3.0％）
消防・救急活動、
津波などの防災対策

労働費 
15億316万円（2.8％）
より良い労働環境や
福利厚生の充実など

農林水産業費
13億2,436万円（2.5％）
安全安心な農産物の
供給など

その他
4億660万円（0.8％）
議会費、災害復旧費など

かけがわ電子図書館導入事業　491万円 東京オリンピック・パラリンピック等
推進事業　242万円

大坂・土方工業用地整備事業　13億81万円 海岸防災林強化事業（防潮堤整備） 4億6,521万円
 

はしご付消防車整備事業　2億3,120万円 新型コロナウイルス感染症対策関連事業 41億1,229万円
国県支出等 39億9,553万円
一般財源 1億1,676万円( )

令和3年度に実施した主な事業
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合　　　　　計

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計

水道
事業

会 計 
歳入（収入済額） 歳出（支出済額）

対前年比（％） 対前年比（％）
区 分

560億9,071万円
120億1,780万円
13億2,699万円
101億1,381万円
5億3,840万円
6,676万円

13億　　81万円
2,063万円

31億9,059万円
3億5,701万円
1,760万円
1,971万円

21億6,793万円
9億　471万円
3億4,300万円
2,358万円

2億1,342万円
96万円

887億1,442万円

537億6,763万円
118億2,862万円
13億2,264万円
98億3,451万円

1,178万円
6,676万円

13億　  81万円
989万円

27億9,066万円
15億2,195万円

1,904万円
1,954万円

18億6,478万円
17億2,672万円
3億3,115万円
1億2,590万円
2億   767万円
4,426万円

867億9,431万円

87.5
102.7
100.7
102.4
100.3
110.2
561.2
123.9
99.9
99.8
105.5
3,398.3
86.0
140.0
83.9

1,139.1
101.6
101.1
93.2

86.3
103.4
100.7
99.9
795.9
110.2
561.2
103.3
98.7
135.4
108.6
477.8
94.7
119.0
98.0
123.0
100.3
108.4
93.1

23億2,308万円
1億8,918万円

435万円
2億7,930万円
5億2,662万円

0万円
0万円

1,074万円
3億9,993万円

△１１億6,494万円
△144万円
17万円

3億　315万円
△8億2,201万円

1,185万円
△1億　232万円

575万円
△4,330万円

19億2,011万円

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療保険
介 護 保 険
公 共 用 地 取 得
掛川駅周辺施設管理
大坂・土方工業用地整備事業
財産区（上西郷、桜木、東山、佐束）

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

A B
差し引き
A‒B

費　用

経常費用（継続的に発生する費用） 483億9,522万円

うち人にかかるコスト

うち物にかかるコスト

70億1,591万円

171億 1,004万円

臨時損失（単発的に発生した費用） 1億5,936万円

　うち災害復旧事業費 1億5,844万円

収　益

経常収益 18億6,875万円

使用料および手数料

その他

5億4,578万円

13億2,297万円

臨時利益 3,403万円

純行政コスト

純行政コスト 466億5,180万円

固定資産

負債合計

2,220億1,826万円

うち事業用資産
（庁舎・学校など）
うちインフラ資産
（道路・公園など）

949億2,762万円

1,119億 4,859万円

流動資産 65億5,168万円

うち現金預金 29億1,573万円

資産合計 2,285億6,994万円

固定負債
（地方債・退職手当引当金など）

58億6,059万円流動負債
(1年以内に返済する地方債など）

527億8,195万円

469億2,136万円

純資産合計 1,757億8,799万円

負債と純資産の合計 2,285億6,994万円

資産の部 負債の部

簡易水道
事業

公共下水道
事業
農業集落
排水事業
浄化槽市町村
設置推進事業

②行政コスト計算書
人件費、道路・公園などの管理費、福祉など行政活動に要した「費用」と「収益」の差額から、行政サー
ビスのコスト「純行政コスト」を表したものです。

区　分 金　額

 令和2年度末純資産残高  1,776億 1,770万円

 純行政コスト（行政コスト計算書より） △466億 5,180万円

 純行政コストに充てる財源  448億 1,862万円

  うち市税や地方交付税など 304億 5,979万円

  うち国県補助金など 143億 5,883万円

 固定資産の内部変動など（評価差額・所管換など）  347万円

 令和3年度末純資産残高 1,757億 8,799万円

③純資産変動計算書
純資産に影響を与える変動要因を表したものです。残高の減少は、将来世代へ負担を先送りにしたことに
なるため、コスト削減や財源確保の重要性が分かります。

※歳計外現金除く

期首資金残高

令和 2年度末資金残高

令和 3年度中増加額

23億1,265万円

543億8,322万円

当期減少額

期末資金残高

令和 3年度中減少額 538億4,617万円

うち財務活動支出 51億2,510万円

うち業務活動支出 411億6,495万円

うち投資活動支出 75億5,612万円

うち業務活動収入

うち投資活動収入

460億8,782万円

28億5,960万円

うち財務活動収入 54億3,580万円 令和 3年度末資金残高 28億4,970万円

④資金収支計算書
性質の異なる行政活動に分けて現金の収支を表したものです。行政活動が借金に頼らず、税収などの自己
財源で賄われているかどうかが分かります。

①貸借対照表
市が保有する「資産」を、将来返済しなければならない「負債」と、返済を必要としない「純資産」で表
したものです。

純資産の部

当期増加額

市
に
は
、一
般
会
計
の
ほ
か
に
、10
の
特
別
会
計
と
５
つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
全
て
合
わ
せ
る
と
、歳
入
総
額
は
８
８
７
億
１
４
４
２
万
円
、歳
出
総
額

は
８
６
７
億
９
４
３
１
万
円
で
す
。

市
に
は
、一
般
会
計
の
ほ
か
に
、10
の
特
別
会
計
と
５
つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
全
て
合
わ
せ
る
と
、歳
入
総
額
は
８
８
７
億
１
４
４
２
万
円
、歳
出
総
額

は
８
６
７
億
９
４
３
１
万
円
で
す
。

掛川市の財政は
全ての指標で健全
なんだね！

財政の健全性を
示す5つの指標

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、令和３年度
決算に基づく４つの健全化判断比率と公営企業の資金不足比率を算出しまし
た。掛川市は全ての指標において、財政上のイエローカードを示す早期健全
化基準を大きく下回っており、財政状況が健全であることが分かります。

Ⓒ掛川市
きんじろうくん

財政良好 財政悪化
早期健全化基準 財政再生基準

20.0%掛川市
なし 11.90%

全ての会計が黒字のため、該当なし

健全！
一般会計等と公営事業会計を合わせた全会計での
赤字の比率

②連結実質赤字比率

R1
なし

R2
なし

R3
なし

対前年度比
-

30.0%掛川市
なし

全ての会計が黒字のため、該当なし
16.90%

一般会計等の借入返済額の比率
（家計に例えると、１年間のローン返済額が臨時的な
収入を除く年収に占める割合。ローンが家計をどれ
だけ圧迫しているか
を示す。）

健全！③実質公債費比率

R1
8.2

R2
8.0

R3
7.7

対前年度比
△0.3

35.0%25.0%0%
掛川市
7.7%

一般会計の借入返済額の減少等により、数
値が好転しました。

健全！
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債残高の
比率（家計に例えると、借金総額が年収の何倍になる
かを表す。）

④将来負担比率

R1
49.0

R2
43.6

R3
28.4

対前年度比
△15.2

350.0%0% 掛川市28.4%
公営企業会計の債務の減少や、掛川市・
袋井市病院企業団など一部事務組合の借
入金負担分の減少により、数値が好転し
ました。

健全！
各公営企業会計での
事業規模に対する資
金不足額の比率

⑤資金不足比率
R2R1 R3

20.0%

全ての公営企業会計において資金不足は
発生していません。

健全！①実質赤字比率
R1
なし

R2
なし

R3
なし

対前年度比
-

一般会計等での赤字
の比率

掛川市の財政の健全性

各公営企業
資金不足なし

※一般会計等とは、一般会計に2つの特別会計（公共用地取得、掛川駅周辺施設管理）を合算したものです。
※公営事業会計とは、国民健康保険、後期高齢者医療保険、介護保険、大坂・土方工業用地整備事業、水道事業、簡易水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業
　および浄化槽市町村設置推進事業の9会計を合算したものです。

各
種
会
計
決
算
の
状
況

各
種
会
計
決
算
の
状
況

企
業
経
営
の
視
点
で
見
た
市
の
決
算
状
況

企
業
経
営
の
視
点
で
見
た
市
の
決
算
状
況

企
業
経
営
の
視
点
で
見
た
市
の
決
算
状
況

各公営企業
会計なし

各公営企業
会計なし

各公営企業
会計なし

※一般会計の歳入については、特別定額給付金給付事業に対する補助金の皆減などにより12.5％の減、一般会計の歳出については、特別定額給付金給
付事業、よこすかぬく森こども園施設整備事業の完了などにより13.7％の減となりました。

※収益的収支=利用料金などの収入と、受水費や汚水処理費、職員の給与などの支出の収支
※資本的収支=企業債などの収入と、建設工事費や企業債の償還金などの支出の収支

　
市
の
一
般
会
計
等
の
決
算
状
況
を
、
民
間
企
業
な
ど
が
採
用
し
て
い
る
発
生
主
義
の
考
え
方
で
整
理
し
、
「
ど
の
く
ら
い
資
産
が
あ
る
の
か
」
、

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
は
ど
の
く
ら
い
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
よ
り
多
く
の
視
点
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

一
般
会
計
等
と
は
、
一
般
会
計
に
２
つ
の
特
別
会
計
（
公
共
用
地
取
得
・
掛
川
駅
周
辺
施
設
管
理
）
を
合
算
し
た
も
の
で
す
。
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合　　　　　計

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計

水道
事業

会 計 
歳入（収入済額） 歳出（支出済額）

対前年比（％） 対前年比（％）
区 分

560億9,071万円
120億1,780万円
13億2,699万円
101億1,381万円
5億3,840万円
6,676万円

13億　　81万円
2,063万円

31億9,059万円
3億5,701万円
1,760万円
1,971万円

21億6,793万円
9億　471万円
3億4,300万円
2,358万円

2億1,342万円
96万円

887億1,442万円

537億6,763万円
118億2,862万円
13億2,264万円
98億3,451万円

1,178万円
6,676万円

13億　  81万円
989万円

27億9,066万円
15億2,195万円

1,904万円
1,954万円

18億6,478万円
17億2,672万円
3億3,115万円
1億2,590万円
2億   767万円
4,426万円

867億9,431万円

87.5
102.7
100.7
102.4
100.3
110.2
561.2
123.9
99.9
99.8
105.5
3,398.3
86.0
140.0
83.9

1,139.1
101.6
101.1
93.2

86.3
103.4
100.7
99.9
795.9
110.2
561.2
103.3
98.7
135.4
108.6
477.8
94.7
119.0
98.0
123.0
100.3
108.4
93.1

23億2,308万円
1億8,918万円

435万円
2億7,930万円
5億2,662万円

0万円
0万円

1,074万円
3億9,993万円

△１１億6,494万円
△144万円
17万円

3億　315万円
△8億2,201万円

1,185万円
△1億　232万円

575万円
△4,330万円

19億2,011万円

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療保険
介 護 保 険
公 共 用 地 取 得
掛川駅周辺施設管理
大坂・土方工業用地整備事業
財産区（上西郷、桜木、東山、佐束）

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

A B
差し引き
A‒B

費　用

経常費用（継続的に発生する費用） 483億9,522万円

うち人にかかるコスト

うち物にかかるコスト

70億1,591万円

171億 1,004万円

臨時損失（単発的に発生した費用） 1億5,936万円

　うち災害復旧事業費 1億5,844万円

収　益

経常収益 18億6,875万円

使用料および手数料

その他

5億4,578万円

13億2,297万円

臨時利益 3,403万円

純行政コスト

純行政コスト 466億5,180万円

固定資産

負債合計

2,220億1,826万円

うち事業用資産
（庁舎・学校など）
うちインフラ資産
（道路・公園など）

949億2,762万円

1,119億 4,859万円

流動資産 65億5,168万円

うち現金預金 29億1,573万円

資産合計 2,285億6,994万円

固定負債
（地方債・退職手当引当金など）

58億6,059万円流動負債
(1年以内に返済する地方債など）

527億8,195万円

469億2,136万円

純資産合計 1,757億8,799万円

負債と純資産の合計 2,285億6,994万円

資産の部 負債の部

簡易水道
事業

公共下水道
事業
農業集落
排水事業
浄化槽市町村
設置推進事業

②行政コスト計算書
人件費、道路・公園などの管理費、福祉など行政活動に要した「費用」と「収益」の差額から、行政サー
ビスのコスト「純行政コスト」を表したものです。

区　分 金　額

 令和2年度末純資産残高  1,776億 1,770万円

 純行政コスト（行政コスト計算書より） △466億 5,180万円

 純行政コストに充てる財源  448億 1,862万円

  うち市税や地方交付税など 304億 5,979万円

  うち国県補助金など 143億 5,883万円

 固定資産の内部変動など（評価差額・所管換など）  347万円

 令和3年度末純資産残高 1,757億 8,799万円

③純資産変動計算書
純資産に影響を与える変動要因を表したものです。残高の減少は、将来世代へ負担を先送りにしたことに
なるため、コスト削減や財源確保の重要性が分かります。

※歳計外現金除く

期首資金残高

令和 2年度末資金残高

令和 3年度中増加額

23億1,265万円

543億8,322万円

当期減少額

期末資金残高

令和 3年度中減少額 538億4,617万円

うち財務活動支出 51億2,510万円

うち業務活動支出 411億6,495万円

うち投資活動支出 75億5,612万円

うち業務活動収入

うち投資活動収入

460億8,782万円

28億5,960万円

うち財務活動収入 54億3,580万円 令和 3年度末資金残高 28億4,970万円

④資金収支計算書
性質の異なる行政活動に分けて現金の収支を表したものです。行政活動が借金に頼らず、税収などの自己
財源で賄われているかどうかが分かります。

①貸借対照表
市が保有する「資産」を、将来返済しなければならない「負債」と、返済を必要としない「純資産」で表
したものです。

純資産の部

当期増加額

市
に
は
、一
般
会
計
の
ほ
か
に
、10
の
特
別
会
計
と
５
つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
全
て
合
わ
せ
る
と
、歳
入
総
額
は
８
８
７
億
１
４
４
２
万
円
、歳
出
総
額

は
８
６
７
億
９
４
３
１
万
円
で
す
。

市
に
は
、一
般
会
計
の
ほ
か
に
、10
の
特
別
会
計
と
５
つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
全
て
合
わ
せ
る
と
、歳
入
総
額
は
８
８
７
億
１
４
４
２
万
円
、歳
出
総
額

は
８
６
７
億
９
４
３
１
万
円
で
す
。

掛川市の財政は
全ての指標で健全
なんだね！

財政の健全性を
示す5つの指標

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、令和３年度
決算に基づく４つの健全化判断比率と公営企業の資金不足比率を算出しまし
た。掛川市は全ての指標において、財政上のイエローカードを示す早期健全
化基準を大きく下回っており、財政状況が健全であることが分かります。

Ⓒ掛川市
きんじろうくん

財政良好 財政悪化
早期健全化基準 財政再生基準

20.0%掛川市
なし 11.90%

全ての会計が黒字のため、該当なし

健全！
一般会計等と公営事業会計を合わせた全会計での
赤字の比率

②連結実質赤字比率

R1
なし

R2
なし

R3
なし

対前年度比
-

30.0%掛川市
なし

全ての会計が黒字のため、該当なし
16.90%

一般会計等の借入返済額の比率
（家計に例えると、１年間のローン返済額が臨時的な
収入を除く年収に占める割合。ローンが家計をどれ
だけ圧迫しているか
を示す。）

健全！③実質公債費比率

R1
8.2

R2
8.0

R3
7.7

対前年度比
△0.3

35.0%25.0%0%
掛川市
7.7%

一般会計の借入返済額の減少等により、数
値が好転しました。

健全！
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債残高の
比率（家計に例えると、借金総額が年収の何倍になる
かを表す。）

④将来負担比率

R1
49.0

R2
43.6

R3
28.4

対前年度比
△15.2

350.0%0% 掛川市28.4%
公営企業会計の債務の減少や、掛川市・
袋井市病院企業団など一部事務組合の借
入金負担分の減少により、数値が好転し
ました。

健全！
各公営企業会計での
事業規模に対する資
金不足額の比率

⑤資金不足比率
R2R1 R3

20.0%

全ての公営企業会計において資金不足は
発生していません。

健全！①実質赤字比率
R1
なし

R2
なし

R3
なし

対前年度比
-

一般会計等での赤字
の比率

掛川市の財政の健全性

各公営企業
資金不足なし

※一般会計等とは、一般会計に2つの特別会計（公共用地取得、掛川駅周辺施設管理）を合算したものです。
※公営事業会計とは、国民健康保険、後期高齢者医療保険、介護保険、大坂・土方工業用地整備事業、水道事業、簡易水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業
　および浄化槽市町村設置推進事業の9会計を合算したものです。

各
種
会
計
決
算
の
状
況

各
種
会
計
決
算
の
状
況

企
業
経
営
の
視
点
で
見
た
市
の
決
算
状
況

企
業
経
営
の
視
点
で
見
た
市
の
決
算
状
況

企
業
経
営
の
視
点
で
見
た
市
の
決
算
状
況

各公営企業
会計なし

各公営企業
会計なし

各公営企業
会計なし

※一般会計の歳入については、特別定額給付金給付事業に対する補助金の皆減などにより12.5％の減、一般会計の歳出については、特別定額給付金給
付事業、よこすかぬく森こども園施設整備事業の完了などにより13.7％の減となりました。

※収益的収支=利用料金などの収入と、受水費や汚水処理費、職員の給与などの支出の収支
※資本的収支=企業債などの収入と、建設工事費や企業債の償還金などの支出の収支

　
市
の
一
般
会
計
等
の
決
算
状
況
を
、
民
間
企
業
な
ど
が
採
用
し
て
い
る
発
生
主
義
の
考
え
方
で
整
理
し
、
「
ど
の
く
ら
い
資
産
が
あ
る
の
か
」
、

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
は
ど
の
く
ら
い
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
よ
り
多
く
の
視
点
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

一
般
会
計
等
と
は
、
一
般
会
計
に
２
つ
の
特
別
会
計
（
公
共
用
地
取
得
・
掛
川
駅
周
辺
施
設
管
理
）
を
合
算
し
た
も
の
で
す
。
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定申告なども電子化へ定申告なども電子化へ

金を納め忘れていませんか金を納め忘れていませんか

パソコン・スマホでチャレンジパソコン・スマホでチャレンジ確確問 市税課（☎21-1136）
　 掛川税務署（☎22-5141）

納付困難な方は相談を税
Information

問 納税課
　（☎21-1206）

専
門
家
が
生
活
再
建
を
支
援

市
で
は
、
家
計
の
見
直
し
や
債

務
整
理
の
支
援
を
行
う
た
め
、
次

の
専
門
家
と
連
携
し
「
生
活
再
建

支
援
型
納
税
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

■
弁
護
士

多
重
債
務
に
苦
し
む
方
に
、
破

産
、
個
人
再
生
、
任
意
整
理
に
関

す
る
相
談
な
ど
を
通
し
て
生
活
再

建
を
支
援
し
ま
す
。

■
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

お
金
の
面
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
解
決
策
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
専
門
家
で
す
。
納

税
計
画
が
う
ま
く
立
て
ら
れ
な
い

方
や
家
計
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
へ
家
計
見
直
し
プ
ラ
ン
の
提
案

な
ど
を
行
い
ま
す
。

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
よ
る
家
計
の
見
直
し
相

談
」
は
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
予
約
で
き
ま
す
。

少
額
の
滞
納
で
も
処
分
の
対
象
に

税
金
は
安
定
し
た
行
政
運
営
に

欠
か
せ
な
い
財
源
で
す
。
滞
納
を

し
て
い
る
と
、
義
務
を
果
た
さ
な

い
ま
ま
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
財
政
を
圧
迫

し
、
市
民
サ
ー
ビ
の
低
下
を
招
く

ほ
か
、
期
限
内
に
納
付
し
て
い
る

多
く
の
方
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
中
の
少
額
の
税
金
で
も
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
財
産

の
差
し
押
さ
え
は
、
給
与
、
預
金
、

生
命
保
険
、
動
産
、
不
動
産
、
自

動
車
な
ど
が
対
象
で
す
。

や
む
を
得
な
い
事
情
は
相
談
を

失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
は
納
税
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
本
人
と
の

直
接
面
接
で
す
。
委
任
を
受
け
た

税
理
士
な
ど
以
外
の
、
権
限
の
な

い
第
三
者
は
同
席
で
き
ま
せ
ん
。

と
き

　月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

※
毎
月
第
2
木
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
営
業
木
曜
日
）
は
午
後

7
時
ま
で
延
長

と
こ
ろ
　市
役
所
2
階 

納
税
課

きこもりUXラウンジ開催きこもりUXラウンジ開催

型コロナワクチン接種

ひひ問 福祉課
　（☎21-1215）

ワクチン接種期間が3月末まで延長新
Information

問健康医療課
　（☎64-5671）

初
回
接
種
は
お
早
め
に

初
回
接
種
（
1
、
2
回
目
接

種
）
は
、
集
団
接
種
会
場
で
接
種

で
き
ま
す
（
使
用
ワ
ク
チ
ン
は
ノ

バ
バ
ッ
ク
ス
）
。
国
か
ら
の
ワ
ク

チ
ン
供
給
が
年
内
に
終
了
予
定
の

た
め
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は

早
め
の
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
1
回
目

を
年
内
に

乳
幼
児
（
生
後
6
か
月
〜
4

歳
）
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し

ま
す
。
接
種
は
3
回
で
す
。
2
回

目
は
通
常
1
回
目
か
ら
3
週
間
、

3
回
目
は
2
回
目
か
ら
8
週
間
経

過
後
に
接
種
で
き
ま
す
。
来
年
3

月
末
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終
了
す

る
た
め
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
年
内
に
1
回
目
の
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
接
種
券
は
対
象

と
な
る
方
へ
11
月
中
旬
に
発
送
予

定
で
す
。

転
入
前
に
接
種
し
た
方
は
手
続
き
を

市
へ
転
入
前
に
接
種
を
受
け
た

方
は
、
接
種
券
を
送
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
方

は
、
接
種
済
証
な
ど
接
種
状
況
が

分
か
る
も
の
を
持
っ
て
、
徳
育
保

健
セ
ン
タ
ー
（
御
所
原
）
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
期
間
が
延
長
へ

9
月
30
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
た

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実

施
期
間
が
令
和
5
年
3
月
31
日
ま

で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
が

順
次
接
種
開
始

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
2
価
ワ

ク
チ
ン
は
、
初
回
接
種
（
1
、
2

回
目
接
種
）
が
完
了
し
、
前
回
の

接
種
か
ら
一
定
の
接
種
間
隔
を
経

過
し
た
12
歳
以
上
の
方
が
対
象
で

す
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
種
類
に
関

わ
ら
ず
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
株
の
2
種
類
の
接
種
を
受

け
る
こ
と
で
、
今
後
の
変
異
株
に

対
し
て
も
有
効
で
あ
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
接
種
は
1
人
1
回

の
実
施
で
す
。
既
存
の
3
、
4
回

目
の
接
種
券
を
お
持
ち
の
方
は
そ

の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。
現
在
国

は
3
回
目
以
降
の
接
種
間
隔
を
短

縮
す
る
方
針
の
た
め
、
4
回
目
の

接
種
を
受
け
た
方
に
は
、
接
種
可

能
な
時
期
が
来
た
ら
接
種
券
を
随

時
発
送
し
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
申
告
書
を
ウ
ェ
ブ
で
作
成

11
月
1
日
㈫
か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
市
県
民
税
の
申
告
書
の

作
成
や
税
額
を
試
算
で
き
る
「
住

民
税
額
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し

て
添
付
書
類
と
一
緒
に
郵
送
、
も

し
く
は
市
民
税
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

住
民
税
額
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

利
用
で
き
ま
す
。

■
で
き
る
こ
と
の
例

・
令
和
4
年
度
市
県
民
税
申
告
書 

の
作
成
・
印
刷

・
令
和
4
年
度
市
県
民
税
の
税
額 

の
試
算

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
上
限
額
の
試 

算
・
退
職
金
の
市
県
民
税
額
試
算

■
で
き
な
い
こ
と
の
例

・
作
成
し
た
市
県
民
税
申
告
書
の 

デ
ー
タ
送
信
に
よ
る
提
出

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
作
成

確
定
申
告
は
自
宅
か
ら
ス
マ
ホ
で

確
定
申
告
の
会
場
は
非
常
に
混

雑
し
ま
す
。
自
宅
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
申
告
書
を
作
成
・
提
出

で
き
る
ス
マ
ホ
申
告
な
ら
、
待
ち

時
間
が
な
く
便
利
で
す
。

ス
マ
ホ
申
告
は
、
カ
メ
ラ
で
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
を
読
み
取

る
と
自
動
で
入
力
さ
れ
る
な
ど
、

手
軽
に
申
告
が
で
き
ま
す
。
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
入
力
方
法
は
動
画
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

確定申告　動画

交流通じて当事者らが共感でつながる場

心
に
活
動
す
る
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
グ
ル
ー
プ
「
ひ
き
桜
」
な
ど
の

当
事
者
活
動
に
出
会
う
。

第
2
部
　対
話
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン

ひ
き
こ
も
り

当
事
者
会
、
ひ

き
こ
も
り
女
子

会
、
ご
家
族
や

関
心
の
あ
る
方

な
ど
の
交
流
会

を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　12
月
14
日
㈬
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分

会
場
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
御

所
原
）

参
加
料
　無
料

定
員
　60
人

対
象
　ひ
き
こ
も
り
当
事
者
、
ご 

家
族
、
支
援
者
、
関
心
の
あ
る 

方
な
ど
ど
な
た
で
も

申
し
込
み
　不
要
（
途
中
参
加
・ 

退
出
自
由
）

ひ
き
こ
も
り
経
験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
「
一
般
社
団
法
人
ひ
き

こ
も
り
U
X
会
議
」
と
市
が
協
働

し
、
ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者
同
士
、

ご
家
族
同
士
、
関
係
者
同
士
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
出
会
い
、
対
話
や

交
流
を
行
う
「
ひ
き
こ
も
り
U
X

ラ
ウ
ン
ジ
」
を
開
催
し
ま
す
。
話

を
聞
い
た
り
、
人
と
話
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
共
感
で
つ
な
が
る

「
場
」
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

「
聞
い
た
こ
と
を
本
人
の
了
承

な
く
口
外
し
な
い
」
「
相
手
の
話

を
否
定
・
批
判
し
な
い
」
「
聞
い

て
い
る
だ
け
で
も
良
い
」
な
ど
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、

安
心
し
て
参
加
で
き
る
場
づ
く
り

の
た
め
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容

第
1
部
　経
験
者
の
体
験
談

講
師
は
と
し
さ
ん
（
30
代
後

半
）
。
教
師
も
加
担
す
る
い
じ
め

被
害
に
よ
り
、
中
学
2
年
生
で
不

登
校
に
な
り
、
26
歳
ま
で
約
10
年

ひ
き
こ
も
り
を
経
験
す
る
。
そ
の

後
、
介
護
業
界
に
就
労
す
る
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
で
精
神
疾
患
に

な
り
退
職
。
そ
の
後
、
横
浜
を
中

※イメージ
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納付困難な方は相談を税
Information

問 納税課
　（☎21-1206）

専
門
家
が
生
活
再
建
を
支
援

市
で
は
、
家
計
の
見
直
し
や
債

務
整
理
の
支
援
を
行
う
た
め
、
次

の
専
門
家
と
連
携
し
「
生
活
再
建

支
援
型
納
税
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

■
弁
護
士

多
重
債
務
に
苦
し
む
方
に
、
破

産
、
個
人
再
生
、
任
意
整
理
に
関

す
る
相
談
な
ど
を
通
し
て
生
活
再

建
を
支
援
し
ま
す
。

■
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

お
金
の
面
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
解
決
策
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
専
門
家
で
す
。
納

税
計
画
が
う
ま
く
立
て
ら
れ
な
い

方
や
家
計
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
へ
家
計
見
直
し
プ
ラ
ン
の
提
案

な
ど
を
行
い
ま
す
。

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
よ
る
家
計
の
見
直
し
相

談
」
は
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
予
約
で
き
ま
す
。

少
額
の
滞
納
で
も
処
分
の
対
象
に

税
金
は
安
定
し
た
行
政
運
営
に

欠
か
せ
な
い
財
源
で
す
。
滞
納
を

し
て
い
る
と
、
義
務
を
果
た
さ
な

い
ま
ま
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
財
政
を
圧
迫

し
、
市
民
サ
ー
ビ
の
低
下
を
招
く

ほ
か
、
期
限
内
に
納
付
し
て
い
る

多
く
の
方
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
中
の
少
額
の
税
金
で
も
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
財
産

の
差
し
押
さ
え
は
、
給
与
、
預
金
、

生
命
保
険
、
動
産
、
不
動
産
、
自

動
車
な
ど
が
対
象
で
す
。

や
む
を
得
な
い
事
情
は
相
談
を

失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
は
納
税
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
本
人
と
の

直
接
面
接
で
す
。
委
任
を
受
け
た

税
理
士
な
ど
以
外
の
、
権
限
の
な

い
第
三
者
は
同
席
で
き
ま
せ
ん
。
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〜
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に
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に
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を
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児
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1
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を
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内
に
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幼
児
（
生
後
6
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4
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）
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し

ま
す
。
接
種
は
3
回
で
す
。
2
回

目
は
通
常
1
回
目
か
ら
3
週
間
、

3
回
目
は
2
回
目
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ら
8
週
間
経

過
後
に
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で
き
ま
す
。
来
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3
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で
ワ
ク
チ
ン
接
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が
終
了
す

る
た
め
、
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を
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す
る
場
合
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年
内
に
1
回
目
の
接
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を
受

け
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く
だ
さ
い
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接
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券
は
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と
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へ
11
月
中
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に
発
送
予
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で
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た
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を
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は
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で
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証
な
ど
接
種
状
況
が

分
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る
も
の
を
持
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て
、
徳
育
保
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（
御
所
原
）
で
手
続
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お
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30
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で
と
さ
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た
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和
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ロ
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こ
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で
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今
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に
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も
有
効
で
あ
る
と
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ま
す
。

現
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で
は
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は
1
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1
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の
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で
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存
の
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回
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の
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を
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の
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現
在
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た
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は
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が
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で
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る
こ
と
の
例

・
令
和
4
年
度
市
県
民
税
申
告
書 

の
作
成
・
印
刷

・
令
和
4
年
度
市
県
民
税
の
税
額 

の
試
算

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
上
限
額
の
試 

算
・
退
職
金
の
市
県
民
税
額
試
算

■
で
き
な
い
こ
と
の
例

・
作
成
し
た
市
県
民
税
申
告
書
の 

デ
ー
タ
送
信
に
よ
る
提
出

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
作
成

確
定
申
告
は
自
宅
か
ら
ス
マ
ホ
で

確
定
申
告
の
会
場
は
非
常
に
混

雑
し
ま
す
。
自
宅
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
申
告
書
を
作
成
・
提
出

で
き
る
ス
マ
ホ
申
告
な
ら
、
待
ち

時
間
が
な
く
便
利
で
す
。

ス
マ
ホ
申
告
は
、
カ
メ
ラ
で
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
を
読
み
取

る
と
自
動
で
入
力
さ
れ
る
な
ど
、

手
軽
に
申
告
が
で
き
ま
す
。
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
入
力
方
法
は
動
画
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

確定申告　動画

交流通じて当事者らが共感でつながる場

心
に
活
動
す
る
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
グ
ル
ー
プ
「
ひ
き
桜
」
な
ど
の

当
事
者
活
動
に
出
会
う
。

第
2
部
　対
話
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン

ひ
き
こ
も
り

当
事
者
会
、
ひ

き
こ
も
り
女
子

会
、
ご
家
族
や

関
心
の
あ
る
方

な
ど
の
交
流
会

を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　12
月
14
日
㈬
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分

会
場
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
御

所
原
）

参
加
料
　無
料

定
員
　60
人

対
象
　ひ
き
こ
も
り
当
事
者
、
ご 

家
族
、
支
援
者
、
関
心
の
あ
る 

方
な
ど
ど
な
た
で
も

申
し
込
み
　不
要
（
途
中
参
加
・ 

退
出
自
由
）

ひ
き
こ
も
り
経
験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
「
一
般
社
団
法
人
ひ
き

こ
も
り
U
X
会
議
」
と
市
が
協
働

し
、
ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者
同
士
、

ご
家
族
同
士
、
関
係
者
同
士
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
出
会
い
、
対
話
や

交
流
を
行
う
「
ひ
き
こ
も
り
U
X

ラ
ウ
ン
ジ
」
を
開
催
し
ま
す
。
話

を
聞
い
た
り
、
人
と
話
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
共
感
で
つ
な
が
る

「
場
」
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

「
聞
い
た
こ
と
を
本
人
の
了
承

な
く
口
外
し
な
い
」
「
相
手
の
話

を
否
定
・
批
判
し
な
い
」
「
聞
い

て
い
る
だ
け
で
も
良
い
」
な
ど
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、

安
心
し
て
参
加
で
き
る
場
づ
く
り

の
た
め
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容

第
1
部
　経
験
者
の
体
験
談

講
師
は
と
し
さ
ん
（
30
代
後

半
）
。
教
師
も
加
担
す
る
い
じ
め

被
害
に
よ
り
、
中
学
2
年
生
で
不

登
校
に
な
り
、
26
歳
ま
で
約
10
年

ひ
き
こ
も
り
を
経
験
す
る
。
そ
の

後
、
介
護
業
界
に
就
労
す
る
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
で
精
神
疾
患
に

な
り
退
職
。
そ
の
後
、
横
浜
を
中

※イメージ
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９
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
静
岡
県
な
ど
に
襲
来
し
た
台
風
15
号
は
市
内
に
も
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
備
え
は
十
分
に
行
い
、
防
災
訓
練
な
ど

に
参
加
し
て
災
害
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

12
月
４
日
は
地
域
防
災
訓
練

12
月
４
日
は
地
域
防
災
訓
練

▲家代川支川で道をふさいだ倒木

ま
ず
は
隣
近
所
の
助
け
合
い

地
域
防
災
訓
練
は
、
自
主
防
災
会
が
中

心
と
な
っ
て
、
地
域
の
防
災
活
動
を
推
進

す
る
訓
練
で
す
。
災
害
時
の
被
害
軽
減
を

図
る
た
め
に
は
、
み
ず
か
ら
の
命
は
み
ず

か
ら
守
る
「
自
助
」
、
自
主
防
災
会
や
地

区
で
助
け
合
う
「
共
助
」
が
担
う
役
割
が

大
き
く
、
日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が

り
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

災
害
は
、
い
つ
、
誰
に
襲
い
掛
か
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
隣
近
所
に
声
を
掛
け
、

訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て
防
災
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
対
策
を

訓
練
に
合
わ
せ
て
、
周
辺
の
危
険
箇
所

（
崖
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
自
販
機
な
ど
）
を

把
握
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
避
難
経
路
や
避
難
場
所
を
確

認
し
て
「
家
庭
の
避
難
計
画
」
を
作
成
し

ま
し
ょ
う
。

家
屋
耐
震
化
と
家
具
固
定
に
補
助

第
４
次
被
害
想
定
で
は
、
約
６
０
０
人

が
建
物
の
倒
壊
に
よ
り
亡
く
な
る
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
震
か
ら
命
を
守
る
事
業
と

し
て
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
、

家
具
固
定
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
な

ど
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
防
災
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
を

大
雨
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
交

通
安
全
情
報
な
ど
同
報
無
線
放
送
の
内
容

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
受
信
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

■
観
測
状
況

最
大
瞬
間
風
速

秒
速
18.

９
㍍

１
時
間
最
大
雨
量
（
観
測
点
）

89.

５
㍉
（
大
須
賀
）

連
続
雨
量

３
７
３
㍉
（
黒
俣
）

■
避
難
所
の
状
況

避
難
指
示
な
ど

９
月
23
日
、
午
後
９
時
50
分
に
大
東

区
域
全
域
と
曽
我
地
区
に
避
難
指
示
が

発
令
さ
れ
、
広
域
避
難
所
を
開
設
。
翌

午
前
０
時
10
分
に
は
全
広
域
避
難
所
を

開
設
し
ま
し
た
。

避
難
者
数

　
広
域
避
難
所
　
１
４
７
人

■
被
害
状
況

人
的
被
害

　
土
砂
崩
れ
に
よ
り
１
人
死
亡

道
路
　
市
道
１
３
６
か
所
、
農
道
38
か

所
、
林
道
８
路
線
、
県
道
４
か
所

河
川
　
河
川
69
か
所
、
用
排
水
路
18
か

所
、
た
め
池
１
か
所
、
県
河
川
22
か
所

土
砂
災
害
　
16
か
所

停
電
　
土
砂
崩
れ
に
よ
る
電
柱
な
ど
の 

倒
壊
や
、
雷
、
倒
木
に
よ
る
電
線
の

断
線
な
ど
に
よ
り
、
市
北
部
を
中
心

に
停
電
が
発
生
。

断
水
　
大
和
田
孕
丹
簡
易
水
道
、
泉
簡

易
水
道
で
断
水
が
発
生
し
、
給
水
車

に
よ
る
給
水
活
動
を
実
施

家
屋
　
全
壊
1
件
、
半
壊
3
件
、
床
上

浸
水
8
件
、
床
下
浸
水
１
０
３
件
、

屋
根
の
破
損
や
倉
庫
、
物
置
の
転
倒

な
ど
の
被
害
（
罹
災
・
被
災
証
明
発

行
58
件
）

（
10
月
14
日
現
在
）

■
災
害
情
報
の
伝
達
訓
練
を
実
施
■

12
月
４
日
㈰
全
市
一
斉
で
同
報
無
線

や
、
メ
ー
ル
を
使
っ
た
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。
災
害
時
に
発
せ
ら
れ
る

情
報
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

と
き
　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

内
容
　
緊
急
地
震
速
報
、
地
震
発
生
、 

大
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
、
防
災
訓

練
終
了
の
放
送

９
月
23
日
台
風
15
号

被
害
状
況

り

問
危
機
管
理
課
（
☎
21-

1
1
3
1
）
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※職員数は、一般職に属する職員数です。

 令和4年度 2人 0人 20人 22人
区　分 高校卒 短大卒 大学卒 合　計

職 員 数 の 状 況

採用と退職

（各年4月1日現在）
職員数（人） 対前年

増減区　　分  令和4年度 令和3年度

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

 議　会 7 7 0
 総　務 173 174 －1
 税　務 46 46 0
 民　生 69 65 4
 衛　生 69 69 0
 労　働 1 1 0
 農林水産 30 31 －1
 商　工 21 21 0
 土　木 54 54 0
 小　計 470 468 2

 水　道 18 20 －2
 下水道 19 19 0
 その他 31 31 0
 小　計 68 70 －2

 教　育 117 122 －5
 消　防 117 117 0
 小　計 234 239 －5

 総合計 772 777 －5

※対象職員：市長部局の一般職員（年途中の採用・退職者、休職者などを除く）
※1総取得日数を総付与日数（年間）で割った率（小数点以下四捨五入）

 令和3年度 17人 10人 27人
区　分 定年退職 普通退職 合　計

付与日数（年間） 平均取得日数 取得率※1

24.3％9.7日
20日＋前年残日数

※前年の残日数のうち20日を限度に翌
年に繰り越すことができます。

特別職・議員の報酬などの状況

区分
（令和4年4月1日現在）

 市　長 911,000円
 副市長 734,000円
 教育長 677,000円
 議　長 495,000円
 副議長 435,000円
 議　員 411,000円

 給料月額（報酬） 期末手当（年間）そのほかの手当

4.30月分

3.30月分

扶養手当
※支給要件・額は
職員と同じ

給料の状況

一般行政職の級別職員数 （令和4年4月1日現在）
 級 主な職務 職員数（人） 構成比
 8級  部　長 19 4.2%
 7級  課　長 32 7.1%
 6級  主　幹 47 10.4%
 5級  係　長 122 27.1%
 4級  主　任 58 12.9%
 3級  主　事 78 17.3%
 2級  主　事 66 14.6%
 1級  主事補 29 6.4%
  合　　計 451 100.0%

 掛川市 329,800円 41.8歳
 国 325,827円 43.0歳
 掛川市 329,900円 52.2歳
 国 286,947円 50.9歳

区　　分

一般行政職

技能労務職

平均給料月額 平均年齢
平均給料月額および平均年齢 （令和4年4月1日現在）

経験年数別・学歴別の平均給料月額 （令和4年4月1日現在）

 高校卒 データなし 324,300円 データなし
 大学卒 263,082円 361,400円 387,900円

区　分
一般
行政職

 10年 20年 25年

 高校卒 154,900円 150,600円
 大学卒 188,700円 182,200円

区　　分

一般行政職

掛川市 国
初任給 （令和4年4月1日現在）

年次有給休暇の取得状況（令和3年）

採用人数（令和4年4月1日）

退職人数（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職に
ついて学歴別、経験年数別に平均給料月額を比較したものです。国を100
とした場合の数値で、給与水準を表します。

給与水準（ラスパイレス指数）

市職員給与人件費や職員数などの状況を
報告します。　問行政課（☎21-1133）

掛川市 全国市平均
90

95

105

100

R2
102.2

R1
101.7 R2

98.9

R3
102.2 R3

98.8
R1
98.9

※支給割合は、国と同じです。

職員手当の状況

   6月期 1.20月分 0.95月分 2.15月分
 12月期 1.20月分 0.95月分 2.15月分
 計 2.40月分 1.90月分 4.30月分

 区　分 期末手当 勤勉手当 計
期末手当および勤勉手当   （令和4年4月1日現在）

20年 25年 35年 最高限度
退職手当 （令和4年4月1日現在）

19.6695月分 28.0395月分 39.7575月分 47.709月分
24.5868月分 33.2707月分 47.709月分  47.709月分定　　年

自己都合
区　分



９
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
静
岡
県
な
ど
に
襲
来
し
た
台
風
15
号
は
市
内
に
も
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
備
え
は
十
分
に
行
い
、
防
災
訓
練
な
ど

に
参
加
し
て
災
害
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

12
月
４
日
は
地
域
防
災
訓
練

12
月
４
日
は
地
域
防
災
訓
練

▲家代川支川で道をふさいだ倒木

ま
ず
は
隣
近
所
の
助
け
合
い

地
域
防
災
訓
練
は
、
自
主
防
災
会
が
中

心
と
な
っ
て
、
地
域
の
防
災
活
動
を
推
進

す
る
訓
練
で
す
。
災
害
時
の
被
害
軽
減
を

図
る
た
め
に
は
、
み
ず
か
ら
の
命
は
み
ず

か
ら
守
る
「
自
助
」
、
自
主
防
災
会
や
地

区
で
助
け
合
う
「
共
助
」
が
担
う
役
割
が

大
き
く
、
日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が

り
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

災
害
は
、
い
つ
、
誰
に
襲
い
掛
か
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
隣
近
所
に
声
を
掛
け
、

訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て
防
災
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
対
策
を

訓
練
に
合
わ
せ
て
、
周
辺
の
危
険
箇
所

（
崖
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
自
販
機
な
ど
）
を

把
握
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
避
難
経
路
や
避
難
場
所
を
確

認
し
て
「
家
庭
の
避
難
計
画
」
を
作
成
し

ま
し
ょ
う
。

家
屋
耐
震
化
と
家
具
固
定
に
補
助

第
４
次
被
害
想
定
で
は
、
約
６
０
０
人

が
建
物
の
倒
壊
に
よ
り
亡
く
な
る
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
震
か
ら
命
を
守
る
事
業
と

し
て
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
、

家
具
固
定
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
な

ど
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
防
災
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
を

大
雨
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
交

通
安
全
情
報
な
ど
同
報
無
線
放
送
の
内
容

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
受
信
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

■
観
測
状
況

最
大
瞬
間
風
速

秒
速
18.

９
㍍

１
時
間
最
大
雨
量
（
観
測
点
）

89.

５
㍉
（
大
須
賀
）

連
続
雨
量

３
７
３
㍉
（
黒
俣
）

■
避
難
所
の
状
況

避
難
指
示
な
ど

９
月
23
日
、
午
後
９
時
50
分
に
大
東

区
域
全
域
と
曽
我
地
区
に
避
難
指
示
が

発
令
さ
れ
、
広
域
避
難
所
を
開
設
。
翌

午
前
０
時
10
分
に
は
全
広
域
避
難
所
を

開
設
し
ま
し
た
。

避
難
者
数

　
広
域
避
難
所
　
１
４
７
人

■
被
害
状
況

人
的
被
害

　
土
砂
崩
れ
に
よ
り
１
人
死
亡

道
路
　
市
道
１
３
６
か
所
、
農
道
38
か

所
、
林
道
８
路
線
、
県
道
４
か
所

河
川
　
河
川
69
か
所
、
用
排
水
路
18
か

所
、
た
め
池
１
か
所
、
県
河
川
22
か
所

土
砂
災
害
　
16
か
所

停
電
　
土
砂
崩
れ
に
よ
る
電
柱
な
ど
の 

倒
壊
や
、
雷
、
倒
木
に
よ
る
電
線
の

断
線
な
ど
に
よ
り
、
市
北
部
を
中
心

に
停
電
が
発
生
。

断
水
　
大
和
田
孕
丹
簡
易
水
道
、
泉
簡

易
水
道
で
断
水
が
発
生
し
、
給
水
車

に
よ
る
給
水
活
動
を
実
施

家
屋
　
全
壊
1
件
、
半
壊
3
件
、
床
上

浸
水
8
件
、
床
下
浸
水
１
０
３
件
、

屋
根
の
破
損
や
倉
庫
、
物
置
の
転
倒

な
ど
の
被
害
（
罹
災
・
被
災
証
明
発

行
58
件
）

（
10
月
14
日
現
在
）

■
災
害
情
報
の
伝
達
訓
練
を
実
施
■

12
月
４
日
㈰
全
市
一
斉
で
同
報
無
線

や
、
メ
ー
ル
を
使
っ
た
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。
災
害
時
に
発
せ
ら
れ
る

情
報
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

と
き
　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

内
容
　
緊
急
地
震
速
報
、
地
震
発
生
、 

大
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
、
防
災
訓

練
終
了
の
放
送

９
月
23
日
台
風
15
号

被
害
状
況

り

問
危
機
管
理
課
（
☎
21-

1
1
3
1
）
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※職員数は、一般職に属する職員数です。

 令和4年度 2人 0人 20人 22人
区　分 高校卒 短大卒 大学卒 合　計

職員数の状況

採用と退職

（各年4月1日現在）
職員数（人） 対前年

増減区　　分  令和4年度 令和3年度

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

 議　会 7 7 0
 総　務 173 174 －1
 税　務 46 46 0
 民　生 69 65 4
 衛　生 69 69 0
 労　働 1 1 0
 農林水産 30 31 －1
 商　工 21 21 0
 土　木 54 54 0
 小　計 470 468 2

 水　道 18 20 －2
 下水道 19 19 0
 その他 31 31 0
 小　計 68 70 －2

 教　育 117 122 －5
 消　防 117 117 0
 小　計 234 239 －5

 総合計 772 777 －5

※対象職員：市長部局の一般職員（年途中の採用・退職者、休職者などを除く）
※1総取得日数を総付与日数（年間）で割った率（小数点以下四捨五入）

 令和3年度 17人 10人 27人
区　分 定年退職 普通退職 合　計

付与日数（年間） 平均取得日数 取得率※1

24.3％9.7日
20日＋前年残日数

※前年の残日数のうち20日を限度に翌
年に繰り越すことができます。

特別職・議員の報酬などの状況

区分
（令和4年4月1日現在）

 市　長 911,000円
 副市長 734,000円
 教育長 677,000円
 議　長 495,000円
 副議長 435,000円
 議　員 411,000円

 給料月額（報酬） 期末手当（年間）そのほかの手当

4.30月分

3.30月分

扶養手当
※支給要件・額は
職員と同じ

給 料 の 状 況

一般行政職の級別職員数 （令和4年4月1日現在）
 級 主な職務 職員数（人） 構成比
 8級  部　長 19 4.2%
 7級  課　長 32 7.1%
 6級  主　幹 47 10.4%
 5級  係　長 122 27.1%
 4級  主　任 58 12.9%
 3級  主　事 78 17.3%
 2級  主　事 66 14.6%
 1級  主事補 29 6.4%
  合　　計 451 100.0%

 掛川市 329,800円 41.8歳
 国 325,827円 43.0歳
 掛川市 329,900円 52.2歳
 国 286,947円 50.9歳

区　　分

一般行政職

技能労務職

平均給料月額 平均年齢
平均給料月額および平均年齢 （令和4年4月1日現在）

経験年数別・学歴別の平均給料月額 （令和4年4月1日現在）

 高校卒 データなし 324,300円 データなし
 大学卒 263,082円 361,400円 387,900円

区　分
一般
行政職

 10年 20年 25年

 高校卒 154,900円 150,600円
 大学卒 188,700円 182,200円

区　　分

一般行政職

掛川市 国
初任給 （令和4年4月1日現在）

年次有給休暇の取得状況（令和3年）

採用人数（令和4年4月1日）

退職人数（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職に
ついて学歴別、経験年数別に平均給料月額を比較したものです。国を100
とした場合の数値で、給与水準を表します。

給与水準（ラスパイレス指数）

市職員給与人件費や職員数などの状況を
報告します。　問行政課（☎21-1133）

掛川市 全国市平均
90

95

105

100

R2
102.2

R1
101.7 R2

98.9

R3
102.2 R3

98.8
R1
98.9

※支給割合は、国と同じです。

職 員 手 当 の 状 況

   6月期 1.20月分 0.95月分 2.15月分
 12月期 1.20月分 0.95月分 2.15月分
 計 2.40月分 1.90月分 4.30月分

 区　分 期末手当 勤勉手当 計
期末手当および勤勉手当   （令和4年4月1日現在）

20年 25年 35年 最高限度
退職手当 （令和4年4月1日現在）

19.6695月分 28.0395月分 39.7575月分 47.709月分
24.5868月分 33.2707月分 47.709月分  47.709月分定　　年

自己都合
区　分
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年金セミナー
　　（一財）県年金福祉協
会（☎054-251-2767）
　産業労働政策課
（☎21-1125）

12/11（日）
10：00～12：00
生涯学習センター（御所
原）

どなたでも
40人
参加無料

60歳以降の生活設計に役立てるための年金、健康
保険、失業保険のセミナーです。
　12/7（水）までに電話（申込順）

「税を考える週間」
小中学生の税に関する
作品展
　納税課（☎21-1206）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
木曜日（3回/月）
9：30～11：30
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
3,000円/月
（テキスト代別）

初歩～上級者まで
持ち物　書道用具一式
　電話またはFAX

やさしい書道教室
　窪野（☎・FAX22-6678）

①11/9（水）～13（日）大須賀
図書館（西大渕）、②11/15
（火）～20（日）大東図書館（大
坂）、③11/26（土）～12/4
（日）中央図書館（掛川）

どなたでも
入場無料

高久書店ほんわか俳句大会入賞作品を土
屋由美子さんの写真とともに展示します。
　直接会場へ

土屋由美子写真展「この写
真で一句」
高久書店ほんわか俳句大
会入賞作品の発表展示会
　三宅（☎090-4119-6270）

11/20（日）
9：25泉バス停（黒俣）集合
（雨天中止）

健康で登れ、
下れる方
300円

掛川で最も高い標高832㍍の「八高山」登
山。登り3時間、下り2時間半。
持ち物　弁当、水、雨具など
　直接集合場所へ

紅葉の八高山登山
　掛川遊歩会・中山
（☎090-8862-0533）

まちづくり協働センターfacebookでは市民活動に関する情報を掲載しています。
掲載を希望する場合は右の二次元コードをご確認ください。

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など
次の日程から3回または
5回 11/5・12・19・26、
12/3・10（土）
①10：00～11：00
②11：00～12：00
たまり～な（満水）

①年少～年長
②小1～小6
各10人
3回3,300円
5回5,500円

冬のおためし
キッズスポーツ教室体験
　　たまり～な
（☎24-2722）

キッズスポーツ教室の冬のおためし体験です。普段
のレッスンに参加して、一緒に運動全般を学びます。
体を芯から温めて寒い冬を乗り切りましょう。
　11/25（金）までに電話（申込順・火曜休館）

11/11（金）～17（木）
9：00～17：00
（16日（水）・17日（木）は
19：00まで）
中央図書館（掛川）

どなたでも
入場無料

税に関する小学生の習字とポスター、中学生の作文
を展示します。この機会に税の仕組みや目的などを
考えてみませんか。
　直接会場へ（月曜休館）

ロコモフラで心と身体
をリフレッシュ（全5回）
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

11/25、12/9・23、
R5/1/6・20の金曜日
18：45～20：00
大須賀中央公民館（西
大渕）

一般
20人
1,000円（初
回集金）

体力維持のため、ハワイアンの心地良い癒やしの音
楽にのせて体を動かしましょう。振り付けは覚えな
い、フラダンスの動きを取り入れた運動です。
持ち物　タオル、飲み物、動きやすい服装
　11/12（土）～電話または来館（申込順・月曜休館）

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

11/26、12/3、R5/1/14
の土曜日
9：30～、10：30～、
11：30～
中央図書館（掛川）

市内在住また
は在勤（在学）
の方
3人
相談無料

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。※オンラインでの相談も応じます（メールアド
レス、インターネット環境が必要です）。
　電話（申込順）

音訳ボランティア講習会
　　中央図書館
（☎24-5921）

11/22（火）
10：00～15：00
中央図書館（掛川）

どなたでも
15人
参加無料

視覚障がい者の目の代わりとなって情報を声で伝え
る「音訳」を学びます。
持ち物　筆記用具、水筒、お弁当
　電話（申込順・月曜休館）

劇団たんぽぽ公演in
シオーネ「あやうし！
ズッコケ探険隊」
　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

R5/2/12（日）14：00～
文化会館シオーネ（大坂）

一般1,500円、
3歳～中学生
1,200円（3歳
未満は席が必
要な場合有料）

新作公演。夏休み、キャンプに出発した3人だったが
…。謎の島でくり広げられるズッコケ・アドベン
チャー！ （全席自由）
　11/15（火）10：00～窓口でチケットを購入（月曜
休館・祝日の場合は翌日休館）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

ピザづくり体験
　　たまり～な
（☎24-2722）

11/27（日）
①10：00～11：30
②12：00～13：30
※雨天中止
たまり～な（満水）

どなたでも
各回5組（小学
生以下は保護
者同伴）
1,500円/枚

生地をこね、ソースと具をトッピングして手作りピザ
を作ります。炭焼き施設を使って薪でサクサクに焼き
上げます。
　11/24（木）までに電話（申込順・火曜休館）

おもてなし料理
　　千浜農村環境改善センター
（☎72-5028 FAX63-3057）

12/3（土）
9：30～12：00
千浜農村環境改善セン
ター（千浜）

一般
12人
2,500円（材
料費含む）

家族や親しい友人が遊びに来るときに便利な、簡単
で気取らないおもてなし料理です※料理は持ち帰り
持ち物　エプロン、三角巾、手ふきタオル、筆記用
具、持ち帰り容器
　11/27（日）までに電話、FAXまたは来館（申込順・
月曜休館）

冬のキッズ講座
「もっと速く走れるかも！？
－走り方のコツ－」
　吉岡彌生記念館
(☎74-5566)

12/10（土）
13：30～15：30
上内田小学校グラウン
ド（上内田）

小学生
30人
（付き添い可）
参加無料

掛川市陸上競技協会のスタッフから速く走る方法を
教わって、体育の時間のヒーローになろう！
持ち物　動きやすい服装、飲み物、タオル
　11/12(土)午前9時～同館ホームページ申込
フォーム(申込順)

お抹茶を楽しもう！
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012） 

12/3（土）10：00～11：30
大須賀中央公民館（西
大渕）

一般
10人
500円

おいしいお茶とお菓子を楽しみませんか。お茶をい
ただくときのマナーや、自宅でも気軽に楽しむため
のお茶のたて方を学びます。
　11/12（土）～26（土）までに電話または来館（申込
順・月曜休館）

映画上映会
「オケ老人！」
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012） 

12/11（日）
  9：30～11：30
14：00～16：00
大須賀中央公民館（西
大渕）

市内在住の方
各回200人
参加無料

老人ばかりのアマチュア・オーケストラに誤って入団
し、その指揮者を務めることになった女性教師の奮
闘を描いたコメディ映画です。
監督：細川徹、出演：杏、黒島結菜、坂口健太郎、笹野
高史、小松政夫、藤田弓子ほか
　11/8（火）～電話または来館（申込順・月曜休館）

12/3（土）～13（火）
9：00～17：00　月曜休館
大東図書館（大坂）

どなたでも
入場無料

シニアが生涯学習で実践した絵画写真、書、
陶芸、手芸などの作品を展示。
　直接会場へ

第7回カムカム遊悠倶楽部
文化展
　村松（☎26-2670）

12/8（木）13：30～15：30
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
相談無料

不動産売買、賃貸借などについて協会役員・
弁護士が相談に応じます。
　直接会場へ

不動産無料相談会
　（公社）全日本不動産協会静
岡県本部（☎054-285-1208）

12/25（日）18：00～
（開場17：30）
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
一般1,500円
高校生以下
500円

第1部掛川ウインドアンサンブル、第2部佐
藤元洋、第3部Kakegawaシティコーラス
　生涯学習センター、シオーネ、美感ホール
でチケットを購入

シティコーラス・ウインドア
ンサンブル共催
クリスマスナイトコンサート
　久米（☎080-6910-2915）

インボイス制度
登録申請はお早めに
　掛川税務署（☎22-5141）

令和5年10月からインボイス制度が
開始されます。制度開始後、適格請求
書（インボイス）を交付するためには、
適格請求書発行事業者として登録を
受ける必要があります。
令和5年10月1日から登録を受ける

ためには令和5年3月31日までに登録
申請を行ってください。
制度の詳しい説明は国税庁ホーム

ページ「インボイス制度特設サイト」を
ご覧ください。

◎制度に関する問い合わせ
《軽減・インボイスコールセンター》
☎0120-205-553（無料）
受付時間9：00～17：00（土日祝除く）

2023年三熊野神社大祭
壁掛けカレンダー発売中
　掛川南部観光案内処（☎48-0190）

全13町歴代の祢里の曳き廻しの写
真を1つのカレンダーにまとめました。
サイズ　470㍉×364㍉
　　　　全14ページ（表紙含む）
価格　1,000円（税込み）
販売場所　掛川観光協会ビジターセ 
ンター「旅のスイッチ」（JR掛川駅南
口構内）、掛川南部観光案内処、サ
ンサンファームなど

中学校の部活動改革
地域の力で充実

　教育政策課（☎21-1109）

中学校の部活動が大きく変わろうと
しています。地域の力でより充実した
部活動環境を整備しませんか。詳しく
は市ホームページをご覧ください。
■意見募集
検討している改革の方向性やスケ

ジュールなどをまとめた資料を市ホー
ムページで公開しました。ぜひご覧い
ただき、たくさんのご意見をお寄せく
ださい。
■指導者募集
中学生の文化・スポーツ活動を支え

てくれる指導者を募集しています。子
どもたちと一緒に活動を楽
しみませんか。

ひね　り まわ
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年金セミナー
　　（一財）県年金福祉協
会（☎054-251-2767）
　産業労働政策課
（☎21-1125）

12/11（日）
10：00～12：00
生涯学習センター（御所
原）

どなたでも
40人
参加無料

60歳以降の生活設計に役立てるための年金、健康
保険、失業保険のセミナーです。
　12/7（水）までに電話（申込順）

「税を考える週間」
小中学生の税に関する
作品展
　納税課（☎21-1206）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
木曜日（3回/月）
9：30～11：30
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
3,000円/月
（テキスト代別）

初歩～上級者まで
持ち物　書道用具一式
　電話またはFAX

やさしい書道教室
　窪野（☎・FAX22-6678）

①11/9（水）～13（日）大須賀
図書館（西大渕）、②11/15
（火）～20（日）大東図書館（大
坂）、③11/26（土）～12/4
（日）中央図書館（掛川）

どなたでも
入場無料

高久書店ほんわか俳句大会入賞作品を土
屋由美子さんの写真とともに展示します。
　直接会場へ

土屋由美子写真展「この写
真で一句」
高久書店ほんわか俳句大
会入賞作品の発表展示会
　三宅（☎090-4119-6270）

11/20（日）
9：25泉バス停（黒俣）集合
（雨天中止）

健康で登れ、
下れる方
300円

掛川で最も高い標高832㍍の「八高山」登
山。登り3時間、下り2時間半。
持ち物　弁当、水、雨具など
　直接集合場所へ

紅葉の八高山登山
　掛川遊歩会・中山
（☎090-8862-0533）

まちづくり協働センターfacebookでは市民活動に関する情報を掲載しています。
掲載を希望する場合は右の二次元コードをご確認ください。

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など
次の日程から3回または
5回 11/5・12・19・26、
12/3・10（土）
①10：00～11：00
②11：00～12：00
たまり～な（満水）

①年少～年長
②小1～小6
各10人
3回3,300円
5回5,500円

冬のおためし
キッズスポーツ教室体験
　　たまり～な
（☎24-2722）

キッズスポーツ教室の冬のおためし体験です。普段
のレッスンに参加して、一緒に運動全般を学びます。
体を芯から温めて寒い冬を乗り切りましょう。
　11/25（金）までに電話（申込順・火曜休館）

11/11（金）～17（木）
9：00～17：00
（16日（水）・17日（木）は
19：00まで）
中央図書館（掛川）

どなたでも
入場無料

税に関する小学生の習字とポスター、中学生の作文
を展示します。この機会に税の仕組みや目的などを
考えてみませんか。
　直接会場へ（月曜休館）

ロコモフラで心と身体
をリフレッシュ（全5回）
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

11/25、12/9・23、
R5/1/6・20の金曜日
18：45～20：00
大須賀中央公民館（西
大渕）

一般
20人
1,000円（初
回集金）

体力維持のため、ハワイアンの心地良い癒やしの音
楽にのせて体を動かしましょう。振り付けは覚えな
い、フラダンスの動きを取り入れた運動です。
持ち物　タオル、飲み物、動きやすい服装
　11/12（土）～電話または来館（申込順・月曜休館）

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

11/26、12/3、R5/1/14
の土曜日
9：30～、10：30～、
11：30～
中央図書館（掛川）

市内在住また
は在勤（在学）
の方
3人
相談無料

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。※オンラインでの相談も応じます（メールアド
レス、インターネット環境が必要です）。
　電話（申込順）

音訳ボランティア講習会
　　中央図書館
（☎24-5921）

11/22（火）
10：00～15：00
中央図書館（掛川）

どなたでも
15人
参加無料

視覚障がい者の目の代わりとなって情報を声で伝え
る「音訳」を学びます。
持ち物　筆記用具、水筒、お弁当
　電話（申込順・月曜休館）

劇団たんぽぽ公演in
シオーネ「あやうし！
ズッコケ探険隊」
　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

R5/2/12（日）14：00～
文化会館シオーネ（大坂）

一般1,500円、
3歳～中学生
1,200円（3歳
未満は席が必
要な場合有料）

新作公演。夏休み、キャンプに出発した3人だったが
…。謎の島でくり広げられるズッコケ・アドベン
チャー！ （全席自由）
　11/15（火）10：00～窓口でチケットを購入（月曜
休館・祝日の場合は翌日休館）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

ピザづくり体験
　　たまり～な
（☎24-2722）

11/27（日）
①10：00～11：30
②12：00～13：30
※雨天中止
たまり～な（満水）

どなたでも
各回5組（小学
生以下は保護
者同伴）
1,500円/枚

生地をこね、ソースと具をトッピングして手作りピザ
を作ります。炭焼き施設を使って薪でサクサクに焼き
上げます。
　11/24（木）までに電話（申込順・火曜休館）

おもてなし料理
　　千浜農村環境改善センター
（☎72-5028 FAX63-3057）

12/3（土）
9：30～12：00
千浜農村環境改善セン
ター（千浜）

一般
12人
2,500円（材
料費含む）

家族や親しい友人が遊びに来るときに便利な、簡単
で気取らないおもてなし料理です※料理は持ち帰り
持ち物　エプロン、三角巾、手ふきタオル、筆記用
具、持ち帰り容器
　11/27（日）までに電話、FAXまたは来館（申込順・
月曜休館）

冬のキッズ講座
「もっと速く走れるかも！？
－走り方のコツ－」
　吉岡彌生記念館
(☎74-5566)

12/10（土）
13：30～15：30
上内田小学校グラウン
ド（上内田）

小学生
30人
（付き添い可）
参加無料

掛川市陸上競技協会のスタッフから速く走る方法を
教わって、体育の時間のヒーローになろう！
持ち物　動きやすい服装、飲み物、タオル
　11/12(土)午前9時～同館ホームページ申込
フォーム(申込順)

お抹茶を楽しもう！
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012） 

12/3（土）10：00～11：30
大須賀中央公民館（西
大渕）

一般
10人
500円

おいしいお茶とお菓子を楽しみませんか。お茶をい
ただくときのマナーや、自宅でも気軽に楽しむため
のお茶のたて方を学びます。
　11/12（土）～26（土）までに電話または来館（申込
順・月曜休館）

映画上映会
「オケ老人！」
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012） 

12/11（日）
  9：30～11：30
14：00～16：00
大須賀中央公民館（西
大渕）

市内在住の方
各回200人
参加無料

老人ばかりのアマチュア・オーケストラに誤って入団
し、その指揮者を務めることになった女性教師の奮
闘を描いたコメディ映画です。
監督：細川徹、出演：杏、黒島結菜、坂口健太郎、笹野
高史、小松政夫、藤田弓子ほか
　11/8（火）～電話または来館（申込順・月曜休館）

12/3（土）～13（火）
9：00～17：00　月曜休館
大東図書館（大坂）

どなたでも
入場無料

シニアが生涯学習で実践した絵画写真、書、
陶芸、手芸などの作品を展示。
　直接会場へ

第7回カムカム遊悠倶楽部
文化展
　村松（☎26-2670）

12/8（木）13：30～15：30
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
相談無料

不動産売買、賃貸借などについて協会役員・
弁護士が相談に応じます。
　直接会場へ

不動産無料相談会
　（公社）全日本不動産協会静
岡県本部（☎054-285-1208）

12/25（日）18：00～
（開場17：30）
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
一般1,500円
高校生以下
500円

第1部掛川ウインドアンサンブル、第2部佐
藤元洋、第3部Kakegawaシティコーラス
　生涯学習センター、シオーネ、美感ホール
でチケットを購入

シティコーラス・ウインドア
ンサンブル共催
クリスマスナイトコンサート
　久米（☎080-6910-2915）

インボイス制度
登録申請はお早めに
　掛川税務署（☎22-5141）

令和5年10月からインボイス制度が
開始されます。制度開始後、適格請求
書（インボイス）を交付するためには、
適格請求書発行事業者として登録を
受ける必要があります。
令和5年10月1日から登録を受ける

ためには令和5年3月31日までに登録
申請を行ってください。
制度の詳しい説明は国税庁ホーム

ページ「インボイス制度特設サイト」を
ご覧ください。

◎制度に関する問い合わせ
《軽減・インボイスコールセンター》
☎0120-205-553（無料）
受付時間9：00～17：00（土日祝除く）

2023年三熊野神社大祭
壁掛けカレンダー発売中
　掛川南部観光案内処（☎48-0190）

全13町歴代の祢里の曳き廻しの写
真を1つのカレンダーにまとめました。
サイズ　470㍉×364㍉
　　　　全14ページ（表紙含む）
価格　1,000円（税込み）
販売場所　掛川観光協会ビジターセ 
ンター「旅のスイッチ」（JR掛川駅南
口構内）、掛川南部観光案内処、サ
ンサンファームなど

中学校の部活動改革
地域の力で充実

　教育政策課（☎21-1109）

中学校の部活動が大きく変わろうと
しています。地域の力でより充実した
部活動環境を整備しませんか。詳しく
は市ホームページをご覧ください。
■意見募集
検討している改革の方向性やスケ

ジュールなどをまとめた資料を市ホー
ムページで公開しました。ぜひご覧い
ただき、たくさんのご意見をお寄せく
ださい。
■指導者募集
中学生の文化・スポーツ活動を支え

てくれる指導者を募集しています。子
どもたちと一緒に活動を楽
しみませんか。

ひね　り まわ
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「広報かけがわ」多言語対応　ポルトガル語や英語で読める！聞ける！

■Multilingual version of the “Public Information Magazine of Kakegawa” is now available on a “Digital Book”!
■A versão em português do Informativo de Kakegawa se tornará “Digital Book”!
英

ポ

市公式Facebook市公式Facebook
広報担当が取
材した記事を
中心に更新

市防災メールマガジン市防災メールマガジン
土砂災害警戒情
報や大雨情報な
どメールで受信

子育て情報サイト「かけっこ」子育て情報サイト「かけっこ」
健診・予防接種、イベ
ント、子育てアドバイス
など幅広い情報満載

市公式Twitter市公式Twitter
市のイベント
や防災情報な
どを発信

風水害・地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）

令和4年10月１日現在の寄付金額
 区分 件数 金額（円）
 個人 4 106,000
 法人 37 20,661,432
 団体 24 808,239
 合計 65  21,575,671
みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードまたは市ホームページ下
部の「注目ページ」からご覧い
ただけます。

令和5年度市立幼稚園・認定こども園
（幼稚園利用）入園児二次募集
　こども希望課（☎21-1205）

平和を仕事にする
自衛官等採用試験

　　静岡地方協力本部袋井地域事務所
（☎0538-43-3717）

■自衛官候補生
試験日　受付時にお知らせ
試験会場　浜松基地（浜松市中区）
受験資格　18歳以上33歳未満の者
受付期間　現在受付中
■高等工科学校生徒（推薦）
試験日　令和5年1月5日（木）～7日
（土）のいずれか指定された1日
試験会場　高等工科学校（神奈川県
横須賀市）
受験資格　男子で中卒（見込み含む）
17歳未満の者
受付期間　12月2日（金）まで
■高等工科学校生徒（一般）
試験日　令和5年1月26日（木）～29
日 （日）のいずれか指定された1日
試験会場　浜松合同庁舎（浜松市中
区）
受験資格　男子で中卒（見込み含む）
17歳未満の者
受付期間　令和5年1月6日（金）まで

高齢者の障害者控除認定
　　福祉課（☎21-1139）

障害者手帳をお持ちでない満65歳
以上の方で、障がい者に準ずると認め
られる場合は、障害者手帳と同様に所
得税などの控除を受けられます。
認定を希望される方は、福祉課また

は南部大東・大須賀ふくしあへ申請し
てください。
なお、障がい状況に変化がある場合

を除き、既に認定を受けている方は、
その際の認定書で引き続き控除が受
けられます。

緊急消防援助隊合同訓練
開催協力

　消防総務課（☎21-6102）

11月12日（土）・13日（日）に富士山
静岡空港周辺で、緊急消防援助隊の
全国合同訓練が行われます。
緊急消防援助隊は、被災地の消防

のみでは対処できない大規模災害が
発生した際、全国から応援にかけつけ
る消防部隊です。
今回の訓練は、全国から過去最多の
約700隊（約3000人）が県内に集結
し、南海トラフ巨大地震を想定した訓
練を行います。消防車両約400台が、
12日に小笠山総合運動場（エコパ）駐
車場で宿営訓練を行い、13日早朝か
ら訓練会場に向かいます。
一部の道路で渋滞が予想されるた

め、分散して移動するなど、ご迷惑と
ならないよう配慮します。ご理解とご
協力をお願いします。

全国一斉「女性の人権
ホットライン」強化週間

　静岡地方法務局
（☎0570-070-810）

夫・パートナーからの暴力やストー
カーなど、女性の人権でお困りの方
は、ご相談ください。
下記の期間は平日の受付時間を延
長するほか、土・日、祝日にも相談に応
じます（普段は平日のみ、午後5時15
分まで）。
期間　11月18日（金）～24日（木）
時間　午前8時30分～午後7時（土・ 
日曜、祝日は午前10時～午後5時）

県最低賃金を944円に改定
　静岡労働局賃金室（☎054-254-6315）

県内の事業場で働くすべての労働
者（パート・アルバイトなど含む）に適用
される「静岡県最低賃金」が改定され、
10月5日から「時間額944円」となりま
した。
なお、特定の産業には特定（産業別）
最低賃金が定められています。

市民課窓口業務を一部制限
　市民課（☎21-1141）

電気設備点検のため、12月3日（土）
は次の業務ができません。ご理解とご
協力をお願いします。
①火葬許可証の発行
②コンビニエンスストアでの住民票
　など証明書の交付

第23回静岡市町対抗駅伝
12月3日（土）10時スタート
　掛川市選手団事務局（NPO法人
掛川市スポーツ協会内）（☎24-9781）

県庁前から草薙陸上競技場までの
12区間42.195㌔を県内35市町37
チームが駆け抜けます。掛川のゼッケ
ンナンバーは「20」。テレビやラジオの
前から熱い応援をお願いします。（今年
も新型コロナ感染拡大防止のため、県
庁前および草薙運動場は無観客で実
施します。コース沿道での応援は声を
出さずにお願いします。）
駅伝中継テレビ・ラジオ放送
・SBSテレビ　午前9時30分～
 午後0時50分（生中継）
・SBSラジオ　午前9時45分～
 午後1時（完全生中継）

東遠広域都市計画（案）の縦覧
　都市政策課（☎21-1151）

とき　11月30日（水）～12月14日
（水）の開庁日　午前8時30分～午
後5時15分

ところ　市役所3階都市政策課
内容　都市計画下水道　公共下水道 
（大東処理区）の変更
意見書 12月14日（水）午後5時15分 
（必着）までに郵送（〒436-8650長 
谷1-1-1）または開庁日に都市政策 
課へ直接提出

暮らしを支える正しい計量
11月は計量強調月間
　産業労働政策課（☎21-1125）
県計量検定所（☎054-278-8311）

私たちの身の回りには、ガス・水道・
電気の使用量、食料品の内容量、タク
シーやガソリン料金の計算など、さま
ざまな計量器が使われています。
これらの計量器が正確に作動し、正

しく計量されることで、暮らしの安心
が守られています。
取引や証明に使用するはかりは、2
年に1度の定期検査を受けましょう。

県立工科短期大学校
令和5年度入学生募集

　　静岡キャンパス（☎054-345-2033）

「現場に立って、自ら考え、行動でき
る人材を育成」を基本理念とし、令和5
年度入学生を募集します。詳細は、
ホームページでご確認ください。
■募集定員
静岡キャンパス
機械・制御技術科　30人
電気技術科　20人
建築設備科　20人
沼津キャンパス
機械・生産技術科　20人
電子情報技術科　20人
情報技術科　20人
■出願受付期間
①第2回（事業主推薦・高等学校長推 
薦・一般入試）　11月22日（火）～
12月6日（火）
②第3回（一般入試）　令和5年1月18
日（水）～ 2月1日（水）
■試験日程
①12月17日（土）
②令和5年2月11日（土・祝）

　市役所、支所、市指定金融機
関、コンビニエンスストアで納付
できます。口座振替の方は口座残
高をご確認ください。
※バーコード付き納付書の方は
PayPay、LINE Payでも納付で
きます。
※今年度から通常の納付書でも
郵便局、ゆうちょ銀行で納付が
可能になりました。

納期限は12月5日（月）
　納税課（☎21-1206）

国民健康保険税第5期・
固定資産税・都市計画税第4期

納期限情報
納税は口座振替が便利です

次の園で入園児の二次募集を行い
ます。
対象園　さかがわ幼稚園、三笠幼稚
園、すこやかこども園 
対象児　平成29年4月2日～令和2 
年4月1日生まれの幼児
応募期間　11月9日（水）・10日（木） 
午後2時～4時
応募方法　必ず対象児と一緒に希望 
する園にお出かけください。
※希望者多数のときは地元地区を優 
先したうえで抽選します。

11月のけっトラ市は
19日（土）9：00～正午
　実行委員会（☎61-1151）

11月のけっトラ市は
19日（土）9：00～正午
　実行委員会（☎61-1151）
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協和水道（株） （☎26‐1331）
（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）
（株）まつだ配管 （☎26‐3261）
（株）浅岡工業 （☎24‐2611）
（有）諸星配管 （☎22‐2975）
（株）トダックス （☎26‐2161）
（有）松井管工 （☎23‐0581）
（株）マツイ健設 （☎23‐8691）
協和水道（株） （☎26‐1331）
（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）

（有）浅岡管興 （☎48‐4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74‐3340）
（有）大城配管　　 （☎72‐4685）
（有）大澄設備 （☎48‐4476）
（有）北端工務店 （☎74‐2445）
シンワ設備（株） （☎24‐3３22）
（有）静管興業 （☎72‐4705）
（有）土屋設備 （☎４8‐2093）
綱取管興 （☎48‐2004）
（有）林配管 （☎72‐5515）
（有）豊設備 （☎72‐5630）
（株）横山設備 （☎48‐6561）
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   23 （水・祝）
   26 （土）
   27 （日）
12/  3 （土）
  4 （日）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 11/3～12/ 4
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「広報かけがわ」多言語対応　ポルトガル語や英語で読める！聞ける！

■Multilingual version of the “Public Information Magazine of Kakegawa” is now available on a “Digital Book”!
■A versão em português do Informativo de Kakegawa se tornará “Digital Book”!
英

ポ

市公式Facebook市公式Facebook
広報担当が取
材した記事を
中心に更新

市防災メールマガジン市防災メールマガジン
土砂災害警戒情
報や大雨情報な
どメールで受信

子育て情報サイト「かけっこ」子育て情報サイト「かけっこ」
健診・予防接種、イベ
ント、子育てアドバイス
など幅広い情報満載

市公式Twitter市公式Twitter
市のイベント
や防災情報な
どを発信

風水害・地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）

令和4年10月１日現在の寄付金額
 区分 件数 金額（円）
 個人 4 106,000
 法人 37 20,661,432
 団体 24 808,239
 合計 65  21,575,671
みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードまたは市ホームページ下
部の「注目ページ」からご覧い
ただけます。

令和5年度市立幼稚園・認定こども園
（幼稚園利用）入園児二次募集
　こども希望課（☎21-1205）

平和を仕事にする
自衛官等採用試験

　　静岡地方協力本部袋井地域事務所
（☎0538-43-3717）

■自衛官候補生
試験日　受付時にお知らせ
試験会場　浜松基地（浜松市中区）
受験資格　18歳以上33歳未満の者
受付期間　現在受付中
■高等工科学校生徒（推薦）
試験日　令和5年1月5日（木）～7日
（土）のいずれか指定された1日
試験会場　高等工科学校（神奈川県
横須賀市）
受験資格　男子で中卒（見込み含む）
17歳未満の者
受付期間　12月2日（金）まで
■高等工科学校生徒（一般）
試験日　令和5年1月26日（木）～29
日 （日）のいずれか指定された1日
試験会場　浜松合同庁舎（浜松市中
区）
受験資格　男子で中卒（見込み含む）
17歳未満の者
受付期間　令和5年1月6日（金）まで

高齢者の障害者控除認定
　　福祉課（☎21-1139）

障害者手帳をお持ちでない満65歳
以上の方で、障がい者に準ずると認め
られる場合は、障害者手帳と同様に所
得税などの控除を受けられます。
認定を希望される方は、福祉課また

は南部大東・大須賀ふくしあへ申請し
てください。
なお、障がい状況に変化がある場合

を除き、既に認定を受けている方は、
その際の認定書で引き続き控除が受
けられます。

緊急消防援助隊合同訓練
開催協力

　消防総務課（☎21-6102）

11月12日（土）・13日（日）に富士山
静岡空港周辺で、緊急消防援助隊の
全国合同訓練が行われます。
緊急消防援助隊は、被災地の消防

のみでは対処できない大規模災害が
発生した際、全国から応援にかけつけ
る消防部隊です。
今回の訓練は、全国から過去最多の
約700隊（約3000人）が県内に集結
し、南海トラフ巨大地震を想定した訓
練を行います。消防車両約400台が、
12日に小笠山総合運動場（エコパ）駐
車場で宿営訓練を行い、13日早朝か
ら訓練会場に向かいます。
一部の道路で渋滞が予想されるた

め、分散して移動するなど、ご迷惑と
ならないよう配慮します。ご理解とご
協力をお願いします。

全国一斉「女性の人権
ホットライン」強化週間

　静岡地方法務局
（☎0570-070-810）

夫・パートナーからの暴力やストー
カーなど、女性の人権でお困りの方
は、ご相談ください。
下記の期間は平日の受付時間を延
長するほか、土・日、祝日にも相談に応
じます（普段は平日のみ、午後5時15
分まで）。
期間　11月18日（金）～24日（木）
時間　午前8時30分～午後7時（土・ 
日曜、祝日は午前10時～午後5時）

県最低賃金を944円に改定
　静岡労働局賃金室（☎054-254-6315）

県内の事業場で働くすべての労働
者（パート・アルバイトなど含む）に適用
される「静岡県最低賃金」が改定され、
10月5日から「時間額944円」となりま
した。
なお、特定の産業には特定（産業別）
最低賃金が定められています。

市民課窓口業務を一部制限
　市民課（☎21-1141）

電気設備点検のため、12月3日（土）
は次の業務ができません。ご理解とご
協力をお願いします。
①火葬許可証の発行
②コンビニエンスストアでの住民票
　など証明書の交付

第23回静岡市町対抗駅伝
12月3日（土）10時スタート
　掛川市選手団事務局（NPO法人
掛川市スポーツ協会内）（☎24-9781）

県庁前から草薙陸上競技場までの
12区間42.195㌔を県内35市町37
チームが駆け抜けます。掛川のゼッケ
ンナンバーは「20」。テレビやラジオの
前から熱い応援をお願いします。（今年
も新型コロナ感染拡大防止のため、県
庁前および草薙運動場は無観客で実
施します。コース沿道での応援は声を
出さずにお願いします。）
駅伝中継テレビ・ラジオ放送
・SBSテレビ　午前9時30分～
 午後0時50分（生中継）
・SBSラジオ　午前9時45分～
 午後1時（完全生中継）

東遠広域都市計画（案）の縦覧
　都市政策課（☎21-1151）

とき　11月30日（水）～12月14日
（水）の開庁日　午前8時30分～午
後5時15分

ところ　市役所3階都市政策課
内容　都市計画下水道　公共下水道 
（大東処理区）の変更
意見書 12月14日（水）午後5時15分 
（必着）までに郵送（〒436-8650長 
谷1-1-1）または開庁日に都市政策 
課へ直接提出

暮らしを支える正しい計量
11月は計量強調月間
　産業労働政策課（☎21-1125）
県計量検定所（☎054-278-8311）

私たちの身の回りには、ガス・水道・
電気の使用量、食料品の内容量、タク
シーやガソリン料金の計算など、さま
ざまな計量器が使われています。
これらの計量器が正確に作動し、正

しく計量されることで、暮らしの安心
が守られています。
取引や証明に使用するはかりは、2
年に1度の定期検査を受けましょう。

県立工科短期大学校
令和5年度入学生募集

　　静岡キャンパス（☎054-345-2033）

「現場に立って、自ら考え、行動でき
る人材を育成」を基本理念とし、令和5
年度入学生を募集します。詳細は、
ホームページでご確認ください。
■募集定員
静岡キャンパス
機械・制御技術科　30人
電気技術科　20人
建築設備科　20人
沼津キャンパス
機械・生産技術科　20人
電子情報技術科　20人
情報技術科　20人
■出願受付期間
①第2回（事業主推薦・高等学校長推 
薦・一般入試）　11月22日（火）～
12月6日（火）
②第3回（一般入試）　令和5年1月18
日（水）～ 2月1日（水）
■試験日程
①12月17日（土）
②令和5年2月11日（土・祝）

　市役所、支所、市指定金融機
関、コンビニエンスストアで納付
できます。口座振替の方は口座残
高をご確認ください。
※バーコード付き納付書の方は
PayPay、LINE Payでも納付で
きます。
※今年度から通常の納付書でも
郵便局、ゆうちょ銀行で納付が
可能になりました。

納期限は12月5日（月）
　納税課（☎21-1206）

国民健康保険税第5期・
固定資産税・都市計画税第4期

納期限情報
納税は口座振替が便利です

次の園で入園児の二次募集を行い
ます。
対象園　さかがわ幼稚園、三笠幼稚
園、すこやかこども園 
対象児　平成29年4月2日～令和2 
年4月1日生まれの幼児
応募期間　11月9日（水）・10日（木） 
午後2時～4時
応募方法　必ず対象児と一緒に希望 
する園にお出かけください。
※希望者多数のときは地元地区を優 
先したうえで抽選します。

11月のけっトラ市は
19日（土）9：00～正午
　実行委員会（☎61-1151）

11月のけっトラ市は
19日（土）9：00～正午
　実行委員会（☎61-1151）
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協和水道（株） （☎26‐1331）
（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）
（株）まつだ配管 （☎26‐3261）
（株）浅岡工業 （☎24‐2611）
（有）諸星配管 （☎22‐2975）
（株）トダックス （☎26‐2161）
（有）松井管工 （☎23‐0581）
（株）マツイ健設 （☎23‐8691）
協和水道（株） （☎26‐1331）
（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）

（有）浅岡管興 （☎48‐4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74‐3340）
（有）大城配管　　 （☎72‐4685）
（有）大澄設備 （☎48‐4476）
（有）北端工務店 （☎74‐2445）
シンワ設備（株） （☎24‐3３22）
（有）静管興業 （☎72‐4705）
（有）土屋設備 （☎４8‐2093）
綱取管興 （☎48‐2004）
（有）林配管 （☎72‐5515）
（有）豊設備 （☎72‐5630）
（株）横山設備 （☎48‐6561）
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北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 11/3～12/ 4
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●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。
※転入された方へ　　高校3年生以下の子どもがいる保護者の方で、まだ予防
接種の手続きを済ませていない方は、母子健康手帳を持って徳育保健セン
ターへお越しください。

※健診・相談・予防接種説明会については、時間が変更となることがありますの
で、個別の案内はがきをご参照ください。

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

「神経発達症（発達障がい）」は、生まれもった脳機能に
おいて、得意・不得意の差が大きいという特性があります。
このことは外見からわかりづらい上に、その症状や困りごと
は十人十色なので、周囲からも神経発達症は理解されにくく、
困った子（人）と思われがちです。
しかし、著名人で神経発達症だったと思われる方や、そう
であると公表されている方の中には、歴史を動かす働きをさ
れたり、カリスマ・天才と呼ばれていたりする方もいます。
得意なことに着目し、それが生かせる環境に身を置いたり環
境づくりをしたりすることが大切ではないでしょうか。
そのために、自分自身の好きなこと、
嫌いなこと、得意なこと、不得意なこと
などをまとめた「私の取り扱い説明書」
を作ってみてはいかがでしょうか。それ
を家族や周囲の方に知ってもらうことで
生きやすさが生まれます。

対　象：乳幼児と保護者
中　央：  12月  2日・  9日(金) 午前10時30分～11時
大　東：  12月  2日・  9日(金) 午前10時30分～11時
大須賀： 12月16日・ 23日(金) 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 (☎23-8111)
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 (☎21-1211）

12月の子育て・健康案内 徳育：徳育保健センター（御所原)
大東：大東保健センター（三俣)

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示 市内30か所へ！  移動図書館

中　央 ： 毎週水曜日　午後 3時～

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：12月16日(金）午前10時30分～11時

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

小学校、公民館などを巡回していま
す。どなたでも利用できます。日程は
図書館へ問い合わせるか、図書館ホー
ムページをご覧ください。

本のよみきかせと楽しい手遊び
対　象：幼児から小学校低学年
中　央：12月 10日・24日(土） 午後 3時～3時30分
大　東：12月 3日・17日(土） 午前10時30分～11時
大須賀：12月 10日・24日(土） 午後 3時～3時30分

絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

催

絵

小笠掛川急患診療所

静岡こども救急電話相談　＃8000 ■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 年中無休　24時間対応

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ棟2階（入口別・杉谷南1-1-30）
※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30
診療科：内科、小児科

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。
　また、初診の方で、紹介状のない方は特定初診料7,700円（税込み）がかかります。

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

受診前に
連絡を!
☎61-1299

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

診療案内　中央消防署（☎21-0119）
市役所日直（☎21-1111）

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

各医療機関の診療案内は令和4年7月号折り込みの「保存版」
または市ホームページ「救急医療」（右二次元コード）で検索

自然災害に遭遇した際の行動、また
事前の準備・対策などを、シンプルな
文章と絵で紹介した本です。小学校
低学年から読める本ですが、実践的
な知識を多く掲載しているので、大
人の方でも勉強になります。

家族の事情で水泳部を退部した広
夢。卓球全日本選手権の大舞台で、
突然サーブが打てなくなった瑠衣。あ
きらめかけた二人の高校生を変えた
のは、少し変わった社会科教師と、
「階段」との出会いでした。

きれいになりた
い気がしてきた

鋭い観察眼から生み出される深く共
感する文章が人気の著者の最新刊。
「自分を好きでいる為にきれいでい
ることはとても大切」。日々の心の健
康のための努力をつづった発見あ
り、笑いありの1冊です。

ジェーン・スー/
著
（光文社）

階段ランナー

吉野万理子/著
（徳間書店）

ぼうさい

山村武彦/監修
the rocket gold 
star/絵
（学研プラス）

図書館へ行こう
12月

のびる～むだより

■中央図書館（☎２４-５９２１）
午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※1）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2
■大東図書館（☎７２-１１４３）
午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2
■大須賀図書館（☎４８-５２６９）
午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2

※1 祝日は午後5時まで
※2 12月29日（木）～令和5年1月4日（水）

公共施設見学で、市内
の小学生が図書館に訪れ
ます。職員が本の探し
方、借り方などを館内を
回りながら説明していま
す。普段は入ることがで
きない閉架書庫や、大き
な移動図書館車などを、
目を輝かせて見学してい
ます。

小学生向け館内
利用案内しています

急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷ったとき、
まずはお電話を。小児科医や看護師が相談に応じます。

特性を生かす～私のトリセツ作りませんか～

▲名曲鑑賞会で解説するグループ会員

図書館
ホームページ

新型コロナウイルス感染症対策のため休館や
イベントなどが中止になることがあります。

■郷土ゆかりの部屋 展示　大東
【松本亀次郎コーナー】「まなびやの亀次郎」
　期間：11月5日（土）～令和5年2月12日（日）
　　寺子屋から最初の学校へ、明治初めの学び舎の日々を貴重資料
　で紹介。日本の近代教育の始まりの姿を伝える。
【遠州国学コーナー】「地域の歴史を見る～新資料を中心に～」
　期間：令和5年1月15日（日）まで
   　この地域の漁業と教育に関する一次資料「水揚帳・漁業鑑札な
　どの漁業関連資料」「矢村義塾関連資料」から地域の歴史を垣間
　見る。

★手作り講座「お正月飾りをつくろう！」　大東
　とき：12月13日（火） 午前9時30分～11時30分
　定員：大人8人
　申込：11月29日（火）～電話

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

健診・相談・予防接種
説明会

9：00～9：15

1歳6か月児
健康診査

13：00～13：30

 23 金 令和4年1月出生児とその親（予約制）
（ホームページから申し込み）

親子でにこにこ教室
9：00～ 9：30

令和 4年 5月 1日 ～ 15日出生児
令和 4年 5月 16日 ～ 31日出生児
令和 4年 2月 ～5月出生児
令和 3年 5月 1日 ～ 10日出生児
令和 3年 5月 11日 ～ 20日出生児
令和 3年 5月 21日 ～ 31日出生児
令和 2年 9月 1日 ～ 10日出生児
令和 2年 9月 11日 ～ 20日出生児
令和 2年 9月 21日 ～ 30日出生児
令和 元年 11月 1日 ～ 10日出生児
令和 元年 11月 11日 ～ 20日出生児
令和 元年 11月 21日 ～ 30日出生児

7
14
16
5
7
13
6
8
14
9
15
19

 22 木 生後4～8か月児の親（予約制）
（ホームページから申し込み）

離乳食教室
もぐもぐ教室　  9：15～ 9：30

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

令和 4年10月出生児

徳育

水
水
金
月
水
火
火
木
水
金
木
月

1  木

発達相談支援センター のびる～む
（☎28-8017）

1617
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●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。
※転入された方へ　　高校3年生以下の子どもがいる保護者の方で、まだ予防
接種の手続きを済ませていない方は、母子健康手帳を持って徳育保健セン
ターへお越しください。

※健診・相談・予防接種説明会については、時間が変更となることがありますの
で、個別の案内はがきをご参照ください。

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

「神経発達症（発達障がい）」は、生まれもった脳機能に
おいて、得意・不得意の差が大きいという特性があります。
このことは外見からわかりづらい上に、その症状や困りごと
は十人十色なので、周囲からも神経発達症は理解されにくく、
困った子（人）と思われがちです。
しかし、著名人で神経発達症だったと思われる方や、そう
であると公表されている方の中には、歴史を動かす働きをさ
れたり、カリスマ・天才と呼ばれていたりする方もいます。
得意なことに着目し、それが生かせる環境に身を置いたり環
境づくりをしたりすることが大切ではないでしょうか。
そのために、自分自身の好きなこと、
嫌いなこと、得意なこと、不得意なこと
などをまとめた「私の取り扱い説明書」
を作ってみてはいかがでしょうか。それ
を家族や周囲の方に知ってもらうことで
生きやすさが生まれます。

対　象：乳幼児と保護者
中　央：  12月  2日・  9日(金) 午前10時30分～11時
大　東：  12月  2日・  9日(金) 午前10時30分～11時
大須賀： 12月16日・ 23日(金) 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 (☎23-8111)
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 (☎21-1211）

12月の子育て・健康案内 徳育：徳育保健センター（御所原)
大東：大東保健センター（三俣)

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示 市内30か所へ！  移動図書館

中　央 ： 毎週水曜日　午後 3時～

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：12月16日(金）午前10時30分～11時

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

小学校、公民館などを巡回していま
す。どなたでも利用できます。日程は
図書館へ問い合わせるか、図書館ホー
ムページをご覧ください。

本のよみきかせと楽しい手遊び
対　象：幼児から小学校低学年
中　央：12月 10日・24日(土） 午後 3時～3時30分
大　東：12月 3日・17日(土） 午前10時30分～11時
大須賀：12月 10日・24日(土） 午後 3時～3時30分

絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

催

絵

小笠掛川急患診療所

静岡こども救急電話相談　＃8000 ■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 年中無休　24時間対応

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ棟2階（入口別・杉谷南1-1-30）
※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30
診療科：内科、小児科

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。
　また、初診の方で、紹介状のない方は特定初診料7,700円（税込み）がかかります。

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

受診前に
連絡を!
☎61-1299

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

診療案内　中央消防署（☎21-0119）
市役所日直（☎21-1111）

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

各医療機関の診療案内は令和4年7月号折り込みの「保存版」
または市ホームページ「救急医療」（右二次元コード）で検索

自然災害に遭遇した際の行動、また
事前の準備・対策などを、シンプルな
文章と絵で紹介した本です。小学校
低学年から読める本ですが、実践的
な知識を多く掲載しているので、大
人の方でも勉強になります。

家族の事情で水泳部を退部した広
夢。卓球全日本選手権の大舞台で、
突然サーブが打てなくなった瑠衣。あ
きらめかけた二人の高校生を変えた
のは、少し変わった社会科教師と、
「階段」との出会いでした。

きれいになりた
い気がしてきた

鋭い観察眼から生み出される深く共
感する文章が人気の著者の最新刊。
「自分を好きでいる為にきれいでい
ることはとても大切」。日々の心の健
康のための努力をつづった発見あ
り、笑いありの1冊です。

ジェーン・スー/
著
（光文社）

階段ランナー

吉野万理子/著
（徳間書店）

ぼうさい

山村武彦/監修
the rocket gold 
star/絵
（学研プラス）

図書館へ行こう
12月

のびる～むだより

■中央図書館（☎２４-５９２１）
午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※1）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2
■大東図書館（☎７２-１１４３）
午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2
■大須賀図書館（☎４８-５２６９）
午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2

※1 祝日は午後5時まで
※2 12月29日（木）～令和5年1月4日（水）

公共施設見学で、市内
の小学生が図書館に訪れ
ます。職員が本の探し
方、借り方などを館内を
回りながら説明していま
す。普段は入ることがで
きない閉架書庫や、大き
な移動図書館車などを、
目を輝かせて見学してい
ます。

小学生向け館内
利用案内しています

急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷ったとき、
まずはお電話を。小児科医や看護師が相談に応じます。

特性を生かす～私のトリセツ作りませんか～

▲名曲鑑賞会で解説するグループ会員

図書館
ホームページ

新型コロナウイルス感染症対策のため休館や
イベントなどが中止になることがあります。

■郷土ゆかりの部屋 展示　大東
【松本亀次郎コーナー】「まなびやの亀次郎」
　期間：11月5日（土）～令和5年2月12日（日）
　　寺子屋から最初の学校へ、明治初めの学び舎の日々を貴重資料
　で紹介。日本の近代教育の始まりの姿を伝える。
【遠州国学コーナー】「地域の歴史を見る～新資料を中心に～」
　期間：令和5年1月15日（日）まで
   　この地域の漁業と教育に関する一次資料「水揚帳・漁業鑑札な
　どの漁業関連資料」「矢村義塾関連資料」から地域の歴史を垣間
　見る。

★手作り講座「お正月飾りをつくろう！」　大東
　とき：12月13日（火） 午前9時30分～11時30分
　定員：大人8人
　申込：11月29日（火）～電話

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

健診・相談・予防接種
説明会

9：00～9：15

1歳6か月児
健康診査

13：00～13：30

 23 金 令和4年1月出生児とその親（予約制）
（ホームページから申し込み）

親子でにこにこ教室
9：00～ 9：30

令和 4年 5月 1日 ～ 15日出生児
令和 4年 5月 16日 ～ 31日出生児
令和 4年 2月 ～5月出生児
令和 3年 5月 1日 ～ 10日出生児
令和 3年 5月 11日 ～ 20日出生児
令和 3年 5月 21日 ～ 31日出生児
令和 2年 9月 1日 ～ 10日出生児
令和 2年 9月 11日 ～ 20日出生児
令和 2年 9月 21日 ～ 30日出生児
令和 元年 11月 1日 ～ 10日出生児
令和 元年 11月 11日 ～ 20日出生児
令和 元年 11月 21日 ～ 30日出生児

7
14
16
5
7
13
6
8
14
9
15
19

 22 木 生後4～8か月児の親（予約制）
（ホームページから申し込み）

離乳食教室
もぐもぐ教室　  9：15～ 9：30

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

令和 4年10月出生児

徳育

水
水
金
月
水
火
火
木
水
金
木
月

1  木

発達相談支援センター のびる～む
（☎28-8017）

1617
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掛
川
市
内
の
お
医
者
さ
ん
案
内
は

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」で

3
年
前
ま
で
は
、
寒
く
な
る
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
を
毎
年
の
よ
う
に
経
験
し

て
い
ま
し
た
。
令
和
2
年
に
C
O
V
I
D-

19
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
の

大
流
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
こ
の
2
年
間

は
、
ほ
ぼ
全
国
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
の
発
生
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

感
染
対
策
と
し
て
三
密
を
避
け
て
、
手
洗

い
の
励
行
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
徹
底
さ
れ

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
か
ら
、
南
半
球
で
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
か
ら
半
年
遅
れ
で
日
本
で
も

流
行
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
久
し
ぶ
り
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
き
な
流
行
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
は
、
今
年
の
7
月
か
ら
始
ま
っ
た
第
7

波
で
過
去
最
大
の
感
染
拡
大
と
な
り
、
9

月
に
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
ま
し
た
が
、
未

だ
に
毎
日
感
染
者
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
第
8
波
の
流
行
の
可
能
性
は
否
定
で

き
ま
せ
ん
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
の
可
能
性
は
大
き
く

久
保
田
市
長
の

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号

9
月
23
日
に
襲
来
し
た
台
風
15
号
は
、

県
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

掛
川
市
内
に
お
い
て
も
、
土
砂
崩
れ
に
よ

り
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
土

砂
崩
れ
が
発
生
す
る
少
し
前
、
市
役
所
の

災
害
対
策
本
部
に
詰
め
て
い
た
私
は
、
深

夜
の
時
間
帯
で
し
た
が
市
内
全
域
に
避
難

指
示
を
出
す
こ
と
を
決
断
し
、
自
ら
マ
イ

ク
を
握
っ
て
同
報
無
線
で
避
難
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
無
念
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
と
ご
家

族
の
み
な
さ
ま
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な

さ
ま
に
心
よ
り
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
市
内
で
災
害
死
者
が
発
生
し
た

の
は
、
平
成
2
年
の
台
風
に
よ
る
土
砂
崩

れ
以
来
32
年
ぶ
り
の
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

掛
川
市
は
自
然
災
害
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

い
た
中
で
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、

私
と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

教
訓
を
生
か
し
て
防
災
を
進
め
る

そ
の
ほ
か
の
被
害
に
つ
い
て
も
、
原
泉

台
風
15
号
災
害
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
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　こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

芳
川
で
す
。
掛
川
市
民
に
な
っ
て
2
度
目

の
大
好
き
な
季
節
が
来
ま
し
た
。

農
業
者
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
移
住

東
京
で
の
生
活
は
、
通
勤
電
車
や
駅
の

広
告
、
行
き
交
う
人
々
な
ど
、
ま
ち
を
歩

く
だ
け
で
、
た
く
さ
ん
の
情
報
が
無
意
識

に
入
っ
て
く
る
刺
激
的
な
生
活
で
し
た
。

そ
ん
な
生
活
の
中
、
頭
の
ど
こ
か
で
漠

然
と
「
ず
っ
と
住
む
場
所
で
は
な
い
」
と

感
じ
な
が
ら
も
、
仕
事
や
住
居
、
生
活
を

変
え
る
こ
と
が
大
変
で
、
当
初
の
想
定
よ

り
も
長
い
上
京
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
一
変
し
、

当
た
り
前
に
来
る
は
ず
だ
っ
た
明
日
が
来

な
い
こ
と
へ
の
不
安
と
、
自
分
で
変
え
て

い
か
な
い
と
「
い
つ
か
」
は
こ
の
ま
ま
一

生
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
、

以
前
か
ら
の
「
農
業
者
に
な
る
」
と
い
う

夢
を
か
な
え
る
た
め
、
掛
川
に
移
住
を
決

意
し
ま
し
た
。

そ
の
場
に
い
る
か
ら
こ
そ
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
「
香
り
」

無
意
識
に
感
じ
取
っ
て
い
る
「
香
り
」

引
っ
越
し
当
初
は
全
て
が
真
新
し
い
こ

と
だ
ら
け
で
、
空
が
広
い
こ
と
、
夕
日
が

き
れ
い
な
こ
と
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
取
り
や
す
い
こ
と
な
ど
、
東
京
で
は

味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
刺
激
に
、

大
げ
さ
な
表
現
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
毎

日
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
移
り
住
ん
で
1

年
が
た
っ
た
今
で
は
、
視
覚
や
聴
覚
だ
け

で
な
く
、
嗅
覚
か
ら
入
っ
て
く
る
「
香

り
」
を
無
意
識
に
感
じ
取
っ
て
い
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
楽
し
み

は
、
ど
こ
か
か
ら
漂
っ
て
く
る
稲
刈
り
後

の
香
ば
し
い
香
り
を
感
じ
る
こ
と
。
香
り

は
、
視
覚
的
・
聴
覚
的
な
感
覚
と
は
違
い
、

そ
の
場
に
い
な
く
て
は
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
と
て
も
贅
沢
な
も
の
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
掛
川
に
来

た
当
時
の
、
全
て
が
真
新
し
い
1
年
目
と

は
目
線
も
異
な
り
、
掛
川
で
の
生
活
が
日

常
に
な
り
つ
つ

あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
あ

の
と
き
、
移
住

を
す
る
決
断
を

し
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

今
後
の
掛
川
で

の
生
活
が
ま
す

ま
す
楽
し
み
で

す
。

地
区
（
泉
・
大
和
田
）
に
お
い
て
断
水
被

害
が
発
生
し
た
ほ
か
、
道
路
や
河
川
に
お

け
る
土
砂
崩
れ
や
護
岸
の
崩
れ
、
道
路
冠

水
、
床
上
・
床
下
浸
水
被
害
な
ど
が
多
数

発
生
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
台
風
被
害
の

迅
速
な
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、
教
訓
を
生
か
し
て
防
災
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

3
年
ぶ
り
の
掛
川
祭
開
催

そ
の
よ
う
な
中
で
、
10
月
7
日
か
ら
9

日
に
か
け
て
は
、
3
年
ぶ
り
と
な
る
掛
川

祭
が
各
地
で
開
催
さ
れ
、
「
太
鼓
の
音
や

笛
の
音
色
に
心
が
躍
っ
た
」
な
ど
の
声
に

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
私
も
五
穀
豊
穰
を
感
謝

し
、
家
内
安
全
、
災
厄
よ
け
、
疫
病
退
散

を
願
い
つ
つ
龍
尾
神
社
の
例
祭
に
参
加
し
、

ま
た
地
元
の
青
葉
台
な
ど
の
祭
り
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
！

な
り
そ
う
で
す
。
実
際
に
同
時
の
感
染
拡

大
が
起
こ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
対

策
を
立
て
る
必
要
は
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
現
在
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
が
主
流
と
な
っ
て
か
ら
は
重

症
化
す
る
こ
と
は
減
り
ま
し
た
が
、
高
齢

者
や
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
に
お
い
て
死
亡

例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
感
染

を
完
全
に
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
と
も
に
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
重

要
な
感
染
対
策
と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
10
月
か
ら
12
歳
以

上
の
初
回
接
種
終
了
者
を
対
象
と
し
て
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
を
含
ん
だ
2
価
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
現
在

流
行
し
て
い
る
B
A
4
⁄
5
株
を
使
用
し

た
ワ
ク
チ
ン
も
接
種
可
能
と
な
り
ま
す
。

6
か
月
以
上
の
乳
幼
児
へ
の
接
種
も
開
始

さ
れ
ま
す
し
、
5
歳
以
上
の
小
児
の
接
種

も
継
続
さ
れ
ま
す
。
市
の
広
報
な
ど
を
確

認
し
て
集
団
接
種
や
個
別
接
種
に
て
接
種

を
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
も
同

様
で
、
感
染
機
会
が
激
減
し
、
感
染
防
止

の
抗
体
保
有
率
も
低
下
し
て
い
る
た
め
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
の
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
両
方
の
ワ

ク
チ
ン
が
同
時
接
種
も
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

今
年
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

同
時
流
行
は
あ
る
の
か

今
年
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

同
時
流
行
は
あ
る
の
か

ぜ
い
た
く

じ
ょ
う

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
重
症
化
を
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
重
症
化
を
予
防

同
時
流
行
の
対
策
を

同
時
流
行
の
対
策
を

両
方
の
ワ
ク
チ
ン
が
同
時
接
種
可
能

両
方
の
ワ
ク
チ
ン
が
同
時
接
種
可
能
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験
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。
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感
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が
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者
が
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長
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を
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、
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が
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少
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前
、
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の
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に
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は
、
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の
時
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が
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、
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を
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線
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を
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。
無
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の
思
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で
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で

す
。
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亡
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に
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方
と
ご
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の
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に
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た
み
な
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ま
に
心
よ
り
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や
み
と
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見
舞
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を

申
し
上
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ま
す
。

な
お
、
市
内
で
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者
が
発
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し
た

の
は
、
平
成
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の
台
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に
よ
る
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以
来
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年
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の
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と
と
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ま
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。
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て
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で
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
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受
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ま
す
。
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通
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や
駅
の
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、
行
き
交
う
人
々
な
ど
、
ま
ち
を
歩

く
だ
け
で
、
た
く
さ
ん
の
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意
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に
入
っ
て
く
る
刺
激
的
な
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で
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な
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活
の
中
、
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の
ど
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で
漠
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ず
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と
住
む
場
所
で
は
な
い
」
と

感
じ
な
が
ら
も
、
仕
事
や
住
居
、
生
活
を

変
え
る
こ
と
が
大
変
で
、
当
初
の
想
定
よ

り
も
長
い
上
京
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
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ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
一
変
し
、

当
た
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前
に
来
る
は
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だ
っ
た
明
日
が
来

な
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こ
と
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の
不
安
と
、
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分
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変
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と
「
い
つ
か
」
は
こ
の
ま
ま
一

生
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
、

以
前
か
ら
の
「
農
業
者
に
な
る
」
と
い
う

夢
を
か
な
え
る
た
め
、
掛
川
に
移
住
を
決

意
し
ま
し
た
。

そ
の
場
に
い
る
か
ら
こ
そ
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
「
香
り
」

無
意
識
に
感
じ
取
っ
て
い
る
「
香
り
」

引
っ
越
し
当
初
は
全
て
が
真
新
し
い
こ

と
だ
ら
け
で
、
空
が
広
い
こ
と
、
夕
日
が

き
れ
い
な
こ
と
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
取
り
や
す
い
こ
と
な
ど
、
東
京
で
は

味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
刺
激
に
、

大
げ
さ
な
表
現
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
毎

日
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
移
り
住
ん
で
1

年
が
た
っ
た
今
で
は
、
視
覚
や
聴
覚
だ
け

で
な
く
、
嗅
覚
か
ら
入
っ
て
く
る
「
香

り
」
を
無
意
識
に
感
じ
取
っ
て
い
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
楽
し
み

は
、
ど
こ
か
か
ら
漂
っ
て
く
る
稲
刈
り
後

の
香
ば
し
い
香
り
を
感
じ
る
こ
と
。
香
り

は
、
視
覚
的
・
聴
覚
的
な
感
覚
と
は
違
い
、

そ
の
場
に
い
な
く
て
は
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
と
て
も
贅
沢
な
も
の
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
掛
川
に
来

た
当
時
の
、
全
て
が
真
新
し
い
1
年
目
と

は
目
線
も
異
な
り
、
掛
川
で
の
生
活
が
日

常
に
な
り
つ
つ

あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
あ

の
と
き
、
移
住

を
す
る
決
断
を

し
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

今
後
の
掛
川
で

の
生
活
が
ま
す

ま
す
楽
し
み
で

す
。

地
区
（
泉
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大
和
田
）
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水
被

害
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発
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し
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か
、
道
路
や
河
川
に
お

け
る
土
砂
崩
れ
や
護
岸
の
崩
れ
、
道
路
冠

水
、
床
上
・
床
下
浸
水
被
害
な
ど
が
多
数

発
生
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
台
風
被
害
の

迅
速
な
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、
教
訓
を
生
か
し
て
防
災
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

3
年
ぶ
り
の
掛
川
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催

そ
の
よ
う
な
中
で
、
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7
日
か
ら
9

日
に
か
け
て
は
、
3
年
ぶ
り
と
な
る
掛
川

祭
が
各
地
で
開
催
さ
れ
、
「
太
鼓
の
音
や

笛
の
音
色
に
心
が
躍
っ
た
」
な
ど
の
声
に

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
私
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五
穀
豊
穰
を
感
謝

し
、
家
内
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全
、
災
厄
よ
け
、
疫
病
退
散

を
願
い
つ
つ
龍
尾
神
社
の
例
祭
に
参
加
し
、

ま
た
地
元
の
青
葉
台
な
ど
の
祭
り
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
み
な
さ
ん
、
お
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れ
様
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し
た
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で
す
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実
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感
染
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対

策
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て
る
必
要
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す
。

コ
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オ

ミ
ク
ロ
ン
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は
重

症
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す
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と
は
減
り
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し
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が
、
高
齢

者
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ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
に
お
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て
死
亡

例
も
報
告
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て
い
ま
す
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コ
ロ
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も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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ワ
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ン
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種
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染
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で
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。
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2
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。
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▲仕事内容について積極的に質問する児童

第二小で花鳥園が出前講座
職員の仕事を学ぶ

上西郷造成工事安全祈願祭
市内最大規模の事業用地

▲玉串を奉納する久保田市長

9/28

スポーツ交流フェス開催
運動に親しむきっかけに9/25 100歳を迎える方を祝福

希望者を市長が訪問9/19

市土地開発公社は上西郷地区整備推進事業用地
内で安全祈願祭を実施しました。地元区長や工事
関係者、市議会議員など約25人が出席し、工事関
係者の安全と工事が無事完了することを祈願しま
した。
同事業は10月から本格的に工事着手し、令和8
年3月に完了する予定。事業用地面積は47.8㌶
で、市内最大規模です。

原野谷中で災害図上訓練
地域の危険箇所を確認

▲地域の方（中央）と危険箇所などを確認する生徒

10/3

原野谷中学校で県西部地域局危機管理課の職員
を講師に招き、災害図上訓練（DIG）が行われまし
た。3年生40人が参加し、自分の住んでいる地域
の地図に避難所や小・中学校、公衆電話のある場
所などにシールを貼ったり、危険箇所を書き込ん
だりして、地域の危険箇所を確認しました。ま
た、地域の自主防災会長も参加し、地域の課題や
今できる備えなどについて意見を交わしました。

▲銃剣道を体験する参加者 ▲100歳を迎えた落合さん（前列左）と鈴木さん（前列中央）

市民スポーツ交流フェスティバル実行委員会は
総合体育館さんりーな（大池）で「第18回市民ス
ポーツ交流フェスティバル」を開催しました。
3年ぶりの開催。多くの市民が参加し、ジュビ
ロ磐田・NECプラットフォームズ女子ソフトボー
ル部によるイベントや、さまざまなスポーツの体
験など、子どもから大人まで楽しみながらスポー
ツの秋を満喫しました。

市内在住で本年度中に100歳を迎える53人のう
ち希望する13人の自宅を久保田市長が訪問し、長
寿を祝いました。
5月、8月にそれぞれ100歳を迎えた鈴木いさ子
さん（旭ヶ丘）と落合はま子さん（南）は、第一小学
校の同級生です。
久保田市長は「これからも長生きしてほしい」
と、ともに喜びを分かち合いました。

動物の世話の大変さとすばらしさを感じてもら
おうと、掛川花鳥園の職員による出前講座が第二
小学校で行われました。2年生54人が職員の仕事
内容や様子について学習。鳥のふんなどを顕微鏡
で見て病気にかかっていないかを確認すること
や、寿命は種類によって1～80年であることなど
を教わり、ときには歓声をあげながら、職員の話
に熱心に耳を傾けました。

フォトニュース

10/5 包括連携協定を締結
ソフトボールで地域振興

▲横断幕を掲げる締結式参加者

NECプラットフォームズ㈱と市は、市内を拠点
に活動する同社の女子ソフトボールチーム「レッ
ドファルコンズ」の活動について包括連携協定を
結びました。同競技を通じた地域振興や、市民の
体力向上・健康増進などについて連携して取り組
みます。
同社の田熊範孝社長は「掛川市民が笑顔になる
よう活動したい」と話しました。

佐束小5年生が稲刈り体験
総合的な学習で米作り学ぶ

▲刈り取った稲を並べる児童

10/11

佐束小学校の5年生20人が同校西側の地元農家
の田んぼで稲刈りを行いました。普段口にする米
がどのようにして食卓に届くのかを学ぶため、同
校で総合的な学習として実施。これまでに、もみ
まきや肥料まき、田植えを体験しました。
今後は脱穀した米を保護者に販売する機会を設
けることで、売る側も含めて広い視点から米作り
を学びます。

10/15 デジタル副市長室を開催
VR活用方法など意見交換

▲石川副市長（左）とVRを体験する参加者

市は10月のデジタル月間に合わせ、VRゴーグ
ルの体験や石川副市長とデジタル化に関する意見
交換を行う「デジタル副市長室」を、けっトラ市
内で開催しました。57人が参加し、自由に意見を
出し合いました。参加者は乗っている車が大雨で
冠水した道にはまり、水没していく状況を擬似体
験。体験後にはVRの活用方法やデジタル化に関す
るアイデアなどを石川副市長と意見交換しました。

9/26

25 2421 20広報プラスONE、市公式facebookでは掲載されていない記事も紹介しています。
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「
広
報
か
け
が
わ
」
を
読
ん
で
い

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
方
法
で
広
報
を
読
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
か
？
各
戸
に
配
布

さ
れ
た
「
広
報
か
け
が
わ
」
？
そ
れ

と
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

さ
れ
て
い
る
「
広
報
か
け
が
わ
」
を

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
で
読
ま
れ

て
い
ま
す
か
？
伝
わ
る
「
広
報
か
け

が
わ
」
を
目
指
し
て
内
容
の
充
実
と

と
も
に
発
信
方
法
も
考
え
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
太
）
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人数世帯数(前月からの増減） 男 女 世帯数

市へのご意見は
こちらから

■市の人口(10月1日現在）

ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 11/12（土）・27（日）、12/10（土）・25（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　11/15(火)、12/6(火)13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　11/15（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

11
・
12
月

奇跡の生還　沖之須村
住民の太平洋漂流記

住民基本台帳人口
日本人
外国人

30

12
月
4
日
に
行
わ
れ
る
地
域
防
災

訓
練
か
ら
「
高
校
生
ド
ロ
ー
ン
防
災

航
空
隊
」
と
し
て
本
格
的
に
活
動
を

開
始
す
る
の
が
、
掛
川
工
業
高
校
2

年
生
の
角
皆
海
斗
さ
ん
で
す
。

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
際
、

同
隊
は
市
と
協
力
し
て
、
人
が
近
づ

く
こ
と
が
で
き
な
い
現
場
の
状
況
を

ド
ロ
ー
ン
で
広
範
囲
に
撮
影
す
る
こ

と
で
、
災
害
対
応
の
効
率
化
に
貢
献

し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
市
内
各
高
校

の
1
・
2
年
生
8
人
。
学
校
に
掲
示

さ
れ
て
い
た
募
集
案
内
を
見
つ
け
た

角
皆
さ
ん
は
「
地
域
に
貢
献
し
た
い
。

高
校
生
の
う
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
し
て
お
き
た
い
」
と
参
加
を
決
め

ま
し
た
。

8
月
の
1
か
月
間
、
講
議
と
操
縦

訓
練
に
参
加
。
講
議
で
は
航
空
法
や

ド
ロ
ー
ン
の
仕
組
み
、
飛
ば
す
た
め

の
気
象
条
件
な
ど
を
学
び
、
操
縦
訓

練
で
は
同
じ
高
さ
を
保
ち
な
が
ら
の

円
運
動
や
8
の
字
飛
行
な
ど
の
技
術

ドローンで災害対応の効率化に貢献

家にいるより外に出る
ことが好きで、趣味はマ
ウンテンバイクで走るこ
と。1人で自宅から浜名
湖を1周して帰ってきた
ことも。現在ほしいもの
はロードバイク。

The person of Kakegawa

110

『
唐
土
漂
流
噺
（
記
・
談
）』
と
い

う
史
料
に
は
、
沖
之
須
村
（
現
掛
川

市
沖
之
須
）
の
船
乗
り
が
漂
流
し
た

記
録
が
あ
り
ま
す
。
仙
太
郎
・
松
之

助
・
辰
蔵
の
3
人
は
、
天
保
10
年

（
1
8
3
9
）
11
月
に
、
米
な
ど
を

積
み
込
ん
だ
昇
栄
丸
と
い
う
船
で
、

江
戸
に
向
か
い
福
田
港
を
出
港
し
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
航
海
の
途
中
、
沖
へ
と

流
さ
れ
、
つ
い
に
は
広
大
な
太
平
洋

を
漂
流
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

15
か
月
と
い
う
長
い
漂
流
を
経
て
、

3
人
は
中
国
船
に
救
助
さ
れ
、
中
国

の
マ
カ
オ
に
着
き
ま
す
。

そ
の
後
、
日
本
に
帰
る
た
め
マ
カ

オ
か
ら
港
の
あ
る
乍
浦
に
向
か
っ
て

北
上
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
松
之
助
が

病
気
に
か
か
り
息
を
引
き
取
り
ま
す
。

残
っ
た
2
人
は
中
国
船
に
乗
り
、

長
崎
に
到
着
、
横
須
賀
藩
か
ら
迎
え

に
来
た
役
人
に
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

東
へ
進
む
一
行
で
す
が
、
取
り
調

べ
の
た
め
一
度
は
遠
州
を
通
り
過
ぎ
、

江
戸
へ
向
か
い
ま
す
。
全
て
の
手
続

き
を
終
え
、
仙
太
郎
・
辰
蔵
が
沖
之

須
村
に
帰
っ
た
の
は
、
天
保
13
年

（
1
8
4
2
）
9
月
30
日
。
福
田
港

を
出
発
し
て
か
ら
3
年
の
月
日
が

た
っ
て
い
ま
し
た
。

角皆 海斗さん
高校生ドローン防災航空隊

（和田）
『
唐
土
漂
流
噺
』
に
記
さ
れ
た
彼

ら
の
旅
は
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、

中
国
に
着
く
ま
で
の
行
程
は
一
部
事

実
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。
後
年
の
研

究
で
、
3
人
を
救
助
し
た
の
は
中
国

船
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
船
、
漂
流
か
ら

15
か
月
後
で
は
な
く
7
か
月
後
、
ア
メ

リ
カ
船
に
救
助
さ
れ
た
彼
ら
は
、
南
米

大
陸
の
チ
リ
や
ペ
ル
ー
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

日
本
側
に
そ
の
記
録
が
な
い
の
は
、

仙
太
郎
と
辰
蔵
が
、
鎖
国
と
い
う
国

策
に
配
慮
し
、
ア
メ
リ
カ
船
の
こ
と

を
隠
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

唐
土
漂
流
に
関
す
る
書
籍
は
市
立

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

12
月
17
日
㈯
に
は
大
東
図
書
館
主
催

で
講
演
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

仙
太
郎
た
ち
が
故
郷
に
戻
っ
た
年

か
ら
今
年
で
1
8
0
年
、
江
戸
時
代

の
世
界
旅
行
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

を
習
得
し
ま
し
た
。
「
小
さ
い
頃
ラ

ジ
コ
ン
で
遊
ん
で
い
た
の
で
、
す
ぐ

に
で
き
る
と
思
っ
た
が
想
像
以
上
に

難
し
か
っ
た
。
特
に
8
の
字
は
、
同

じ
軌
道
を
保
つ
の
に
苦
戦
し
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

12
月
の
訓
練
で
は
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
や
浸
水
想
定
区
域
な
ど
を
ド

ロ
ー
ン
で
撮
影
す
る
予
定
。「
操
縦
の

技
術
で
映
像
の
見
や
す
さ
が
変
わ
る

の
で
、
隊
の
中
で
1
番
う
ま
く
操
縦

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
高
校
生

で
も
活
躍
で
き
る
と
こ
ろ
を
地
域
の

方
に
見
せ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
す
。

「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う

強
い
思
い
か
ら
、
自
主
的
に
赤
十
字

救
急
法
救
急
員
の
認
定
証
の
取
得
や
、

普
通
救
命
講
習
の
受
講
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
将
来
は
消
防
士
か
警
察

官
に
な
り
た
い
と
話
す
角
皆
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

▲漂流・航海図

▲『唐土漂流談』
（大東図書館所蔵）

1 15,910人 ( －30)
 111,307人 ( － 57)
 4,603人 ( + 27)

 58,416人 ( + 3)
 56,048人 ( － 25)
 2,368人 ( +28)

 57,494人 ( －33)
 55,259人 ( － 32)
 2,235人 ( － 1)

 46,830 ( + 43)
 44,489 ( + 19)
 2,341 ( + 24)

と
う
ど
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り
ゅ
う
ば
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け

た
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え
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ま
つ
の
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「
広
報
か
け
が
わ
」
を
読
ん
で
い

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
方
法
で
広
報
を
読
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
か
？
各
戸
に
配
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さ
れ
た
「
広
報
か
け
が
わ
」
？
そ
れ

と
も
、
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上
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公
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る
「
広
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パ
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マ
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な
ど
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す
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？
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わ
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広
報
か
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の
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と
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に
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え
て
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ま
す
。

み
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の
ご
意
見
を
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す
。
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と　き　11/15（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。
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11
・
12
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住民基本台帳人口
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12
月
4
日
に
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る
地
域
防
災

訓
練
か
ら
「
高
校
生
ド
ロ
ー
ン
防
災

航
空
隊
」
と
し
て
本
格
的
に
活
動
を

開
始
す
る
の
が
、
掛
川
工
業
高
校
2

年
生
の
角
皆
海
斗
さ
ん
で
す
。

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
際
、

同
隊
は
市
と
協
力
し
て
、
人
が
近
づ

く
こ
と
が
で
き
な
い
現
場
の
状
況
を

ド
ロ
ー
ン
で
広
範
囲
に
撮
影
す
る
こ

と
で
、
災
害
対
応
の
効
率
化
に
貢
献

し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
市
内
各
高
校

の
1
・
2
年
生
8
人
。
学
校
に
掲
示

さ
れ
て
い
た
募
集
案
内
を
見
つ
け
た

角
皆
さ
ん
は
「
地
域
に
貢
献
し
た
い
。

高
校
生
の
う
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
し
て
お
き
た
い
」
と
参
加
を
決
め

ま
し
た
。

8
月
の
1
か
月
間
、
講
議
と
操
縦

訓
練
に
参
加
。
講
議
で
は
航
空
法
や

ド
ロ
ー
ン
の
仕
組
み
、
飛
ば
す
た
め

の
気
象
条
件
な
ど
を
学
び
、
操
縦
訓

練
で
は
同
じ
高
さ
を
保
ち
な
が
ら
の

円
運
動
や
8
の
字
飛
行
な
ど
の
技
術

ドローンで災害対応の効率化に貢献

家にいるより外に出る
ことが好きで、趣味はマ
ウンテンバイクで走るこ
と。1人で自宅から浜名
湖を1周して帰ってきた
ことも。現在ほしいもの
はロードバイク。

The person of Kakegawa
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『
唐
土
漂
流
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（
記
・
談
）』
と
い

う
史
料
に
は
、
沖
之
須
村
（
現
掛
川

市
沖
之
須
）
の
船
乗
り
が
漂
流
し
た

記
録
が
あ
り
ま
す
。
仙
太
郎
・
松
之

助
・
辰
蔵
の
3
人
は
、
天
保
10
年

（
1
8
3
9
）
11
月
に
、
米
な
ど
を

積
み
込
ん
だ
昇
栄
丸
と
い
う
船
で
、

江
戸
に
向
か
い
福
田
港
を
出
港
し
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
航
海
の
途
中
、
沖
へ
と

流
さ
れ
、
つ
い
に
は
広
大
な
太
平
洋

を
漂
流
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

15
か
月
と
い
う
長
い
漂
流
を
経
て
、

3
人
は
中
国
船
に
救
助
さ
れ
、
中
国

の
マ
カ
オ
に
着
き
ま
す
。

そ
の
後
、
日
本
に
帰
る
た
め
マ
カ

オ
か
ら
港
の
あ
る
乍
浦
に
向
か
っ
て

北
上
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
松
之
助
が

病
気
に
か
か
り
息
を
引
き
取
り
ま
す
。

残
っ
た
2
人
は
中
国
船
に
乗
り
、

長
崎
に
到
着
、
横
須
賀
藩
か
ら
迎
え

に
来
た
役
人
に
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

東
へ
進
む
一
行
で
す
が
、
取
り
調

べ
の
た
め
一
度
は
遠
州
を
通
り
過
ぎ
、

江
戸
へ
向
か
い
ま
す
。
全
て
の
手
続

き
を
終
え
、
仙
太
郎
・
辰
蔵
が
沖
之

須
村
に
帰
っ
た
の
は
、
天
保
13
年

（
1
8
4
2
）
9
月
30
日
。
福
田
港

を
出
発
し
て
か
ら
3
年
の
月
日
が

た
っ
て
い
ま
し
た
。

角皆 海斗さん
高校生ドローン防災航空隊

（和田）
『
唐
土
漂
流
噺
』
に
記
さ
れ
た
彼

ら
の
旅
は
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、

中
国
に
着
く
ま
で
の
行
程
は
一
部
事

実
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。
後
年
の
研

究
で
、
3
人
を
救
助
し
た
の
は
中
国

船
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
船
、
漂
流
か
ら

15
か
月
後
で
は
な
く
7
か
月
後
、
ア
メ

リ
カ
船
に
救
助
さ
れ
た
彼
ら
は
、
南
米

大
陸
の
チ
リ
や
ペ
ル
ー
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

日
本
側
に
そ
の
記
録
が
な
い
の
は
、

仙
太
郎
と
辰
蔵
が
、
鎖
国
と
い
う
国

策
に
配
慮
し
、
ア
メ
リ
カ
船
の
こ
と

を
隠
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

唐
土
漂
流
に
関
す
る
書
籍
は
市
立

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

12
月
17
日
㈯
に
は
大
東
図
書
館
主
催

で
講
演
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

仙
太
郎
た
ち
が
故
郷
に
戻
っ
た
年

か
ら
今
年
で
1
8
0
年
、
江
戸
時
代

の
世
界
旅
行
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

を
習
得
し
ま
し
た
。
「
小
さ
い
頃
ラ

ジ
コ
ン
で
遊
ん
で
い
た
の
で
、
す
ぐ

に
で
き
る
と
思
っ
た
が
想
像
以
上
に

難
し
か
っ
た
。
特
に
8
の
字
は
、
同

じ
軌
道
を
保
つ
の
に
苦
戦
し
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

12
月
の
訓
練
で
は
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
や
浸
水
想
定
区
域
な
ど
を
ド

ロ
ー
ン
で
撮
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す
る
予
定
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操
縦
の

技
術
で
映
像
の
見
や
す
さ
が
変
わ
る

の
で
、
隊
の
中
で
1
番
う
ま
く
操
縦

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
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校
生

で
も
活
躍
で
き
る
と
こ
ろ
を
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域
の

方
に
見
せ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
す
。

「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う

強
い
思
い
か
ら
、
自
主
的
に
赤
十
字

救
急
法
救
急
員
の
認
定
証
の
取
得
や
、

普
通
救
命
講
習
の
受
講
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
将
来
は
消
防
士
か
警
察

官
に
な
り
た
い
と
話
す
角
皆
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

▲漂流・航海図

▲『唐土漂流談』
（大東図書館所蔵）

1 15,910人 ( －30)
 111,307人 ( － 57)
 4,603人 ( + 27)

 58,416人 ( + 3)
 56,048人 ( － 25)
 2,368人 ( +28)

 57,494人 ( －33)
 55,259人 ( － 32)
 2,235人 ( － 1)

 46,830 ( + 43)
 44,489 ( + 19)
 2,341 ( + 24)

と
う
ど
ひ
ょ
う
り
ゅ
う
ば
な
し

せ
ん

た

ろ
う

す
け

た
つ
ぞ
う

し
ょ
う
え
い
ま
るさ

　ほ

ま
つ
の
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